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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ＰＲＯＬＯＧＵＥ　幻げん　影えい












　君と寝ねていると、僕ぼくはいつも、こんな夢ゆめを見る。


　夕ゆう暮ぐれ時。


　日が落ちていくのを眺ながめながら、ああ、今日きようもいい一日だったなぁと呟つぶやく。


　楽しかった。


　早く明あし日たにならないかな。


　また明日もきっと、楽しい毎日が待ってる。


　そう呟く。





　そして日が落ちて。


　夜がくる。


　僕はわくわくした気持ちで朝を待つ。


　君さえ笑ってくれれば、僕の世界はいつも、輝かがやいてるんだ。


　君の綺き麗れいな髪かみをなで、そして愛してると呟く。


　すると君も僕を愛してると言ってくれて。


　こんな日々が、永遠に続くと思っていた。


　きっと明日も幸しあわせになれる。


　ずっと。


　ずっと。


　幸せに。


　なれるはずだった……


　なのに夢の中。


　君は悲しそうに微ほほ笑えんで、それじゃだめよと僕に言う。


　どうして？


　どうしてだめなんだ？


　僕が問いかけても、君はただ、悲しげに微笑むだけ。


　そして君は僕に言う。


　さあ、いきましょう。


　僕は嫌いやだと言った。


　いかないでほしいと叫さけんだ。


　しかし君はきかない。


　彼のことを抱だきしめて。


　そして僕のことも抱きしめて。


　二人とも、愛してると、そう言った。


　二人を愛しているから……私はいかなければならないと言う。


　その、彼女の決意はとても固くて。


　あまりに強くて。


　僕には、止められなかったんだ。


　だから、僕は開けてしまった。


　そヽれヽをヽ。


　だから僕はそヽれヽを、開けてしまった。


　そしてそれが、この国の終わりの始まり。


　僕は泣きながら……それでも開いた。





　決して、触ふれてはならないもの。





　決して、進んではいけない道。





　決して、開けてはならないその……
























　第一章　平へい　穏おん












　扉とびら。


　それはなんの装そう飾しよくもない、こぢんまりとした扉だった。


　だがその扉はここ、ローランド帝てい国こく帝都、レイルードの中心部にそびえ立つ、城しろの中にある扉で。


　おまけにそれは、この国の王が執しつ務む室しつとして使っているはずの部へ屋やの扉だった。


　それをライナ・リュートは、ゴンゴンっと乱らん暴ぼうにノックすると、


「おいシオン、いるかぁ？」


　気け怠だるげに声をかけた。


　そのまましばらく、待つ。


　やる気の感じられない長ちよう身しん瘦そう軀く。


　万年寝ね癖ぐせがついてる黒くろ髪かみ。


　そしてその髪と同色の、常に眠ねむそうに緩ゆるんだ黒い瞳ひとみでノックした扉を見つめると、


「おーい。朝だぞ～起きろ～」


　なんて言ってみるが、


「…………」


　部屋は、無む反はん応のう。


　それにライナはもう一度、ゴンっと扉をノックしてみる。


「ほらほら馬ば鹿か王おうさま！　愛いとしのライナ君が一か月ぶりに帰国しましたよ～。お出で迎むかえしなさーい」


「…………」


　だが、やはり反応はない。


　ライナはそれに眠そうな顔のまま、


「……おいフェリス。シオンの奴やつ、いないみたいだぞ？」


　隣となりの相あい棒ぼうへと目を向けた。


　するとそこには、どこか冷たい雰ふん囲い気きを感じさせる、表ひよう情じようのない美女が立っていた。


　艶つややかな金色の長い髪。


　切れ長の澄すんだ青い瞳に、異い常じようなほど整ととのってはいるが、愛あい想そというものがまるでない顔。


　スタイル抜ばつ群ぐんの華きや奢しやな体に、その細い腕うででは到とう底てい扱あつかえるとは思えない長ちよう剣けんを、腰こしに差している。


　フェリス・エリスだ。
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　彼女はライナの眠そうな顔を見ると、どけとばかりに一歩前に踏ふみ出して、手で拳こぶしを作る。


　そしてその拳で思いっきり一発扉をどこんっとノックすると、


「おいシオン！　なにをぐずぐずしている!!　早く扉を開けてお出迎えをしないか！　この国の真しんの帝てい王おう様が、ご帰き還かんなされたのだぞ！」


　なんて言い出して。


「……真の帝王？　って……」


　それにライナは、首をかしげる。一応周囲を見回して、自分たち以外の誰だれかがいないか確かく認にんしてみるが、当然のことながらそれらしき人ひと影かげは見あたらなくて。


　じゃあ、真の帝王って、誰だ？


　ライナはフェリスのほうを向いて、


「いったい、なんの話だ？　ローランドの真の王って……誰のこと？　まさかおまえのことじゃ……」


　が、それに彼女はなぜか、慌あわてて首を振ふると、


「ば、ば、馬鹿なことを言うんじゃない！　なんて畏おそれ多いことを!?　私など、私などあの、全世界を統すべる、真の帝王神様の、足あし下もとにも及およばぬわぁあああああああああああ！」


　などと、芝しば居いがかった口く調ちようで、元気に叫さけんでくる。


　それにライナは鬱うつ陶とうしげな表情で、


「って誰なんだよおまえは……という突つっ込こみは、まあ、叫んでて気持ちいいならおいとくとして……でもじゃあその、真の帝王神とかいう、ずいぶんと仰ぎよう々ぎようしい名前の奴は、いったい誰なの？　まさか俺おれのことじゃ……」


　と、言い終わる前に、彼女はすぐさまふざけるなとばかりの表情で、


「ふざけるな！」


　まんまの発言をしてくる。


「て、帝王神様とおまえを比くらべるなどと……畏れ多いにもほどがあるわぁあああ！」


　なんて力強い言葉に、ライナは思わずたじろぎながら、


「……そ、そうなんだ……ってか、今日はなんでおまえ、そんな元気なの？」


　だが、その言葉も無む視しして、フェリスは続ける。


　綺き麗れいな顔でこちらを真まっ直すぐにらみつけ、


「だいたい、おまえのような奴と帝王神様を比べるなどと、できようはずもなかろう？　なんせおまえは、ろくに仕事もせず、毎日昼ひる寝ねしかしてないくせに、どういうわけか勝手に思い詰つめて『俺、ここで一いつ緒しよにいたら、おまえらに迷めい惑わくかけるから』とか叫んで家出したり……」


「ってちょっと待て！　俺そんなこと言ってな……」


　だが、フェリスは止まらない。


「おまけに私が直じき々じきに迎えにいってやれば、私に泣きながらすがりついてきて、『………………俺は……生きてても、いいのかな？』などと……」


「ってわあわあわあ!?　お、おまえ、そういうこと言うか!?　いや、あの、た、確かにそれは言ったけど……」


　が、そんなライナも無視して、フェリスはさらに続ける。


「そんな弱よわ虫むし君とあのお方を比べるなどと、一億おく万まん年ねん早いわ！」


　なんて怒ど鳴なってきて。


「……ううう」


　それにライナはもう、なにも言えなくなった。


　最悪だった。


　一億万年って、いったいどういう単位だよ！　とか、だからあのお方ってのは誰のことなんだよ！　とかいう突っ込みを入れる力ももう、残っていなかった。


　いや。


　こうなることはもう、わかっていたんだ。


　隣りん国ごくネルファの地で、ライナは確かにフェリスに向かって、


『………………俺は……生きてても、いいのかな？』


　なんて、いま考えてみれば、恥はずかし過すぎて死し亡ぼう決定なセリフを吐はいてしまった。


　それも、泣きながら。


　瞬しゆん間かん、自分の人生は終わったと、わかっていたのだ。


　今後一生、こいつにこのネタで馬鹿にされるって。今後一生、こいつは毎日そのことで馬鹿にしてくるだろうって。


　だがあのとき、彼女はそれをしなかった。


　ただ悲しげに、


『……馬鹿が。おまえが死んだら………………寂さびしいだろうが……』


　そう言っただけ。


　でも、それでどれだけ救すくわれたか。


　どれだけ、前を見ることができるようになったか。


　なのに。


　なのにこいつは……


　再ふたたびフェリスが言った。


「『………………俺は……生きてても、いいのかな？』」


「うわぁあああやめてくれえええええってかもうダメだ！　俺はもうダメだ!?　い、家出する！　いや、自殺する!?」


　とその場を逃にげ出そうとするライナの襟えりを、フェリスが後ろからぎゅっとつかんで、


「ふっふっふ。馬鹿が。そう何度も何度も私から簡かん単たんに逃げられると思うなよ。今後一生、おまえをこのネタで辱はずかしめてやる。みなさーん、この男は……」


「ぎゃぁあああああああ悪あく魔まに取り憑つかれたぁああああああああああ!!」


　と、王の執務室の前でうるさく騒さわぐ二人。


　それに廊ろう下かの向こうから、


「おい、なにか聞こえないか？」


「陛へい下かの執務室のほうじゃないのか？」


「不ふ審しん者しやか!?」


　そんな声が上がって。


　ライナとフェリスは、顔を見合わせる。


「ど、どうする？」


「うむ。とりあえずおまえの恥はずかしい話の詳しよう細さいを彼らにも聞いてもら……」


「却きやつ下か！　ああもう、じゃ、とりあえず部屋入るぞ」


　言って、ライナは懐ふところから針はり金がねを出し、それを扉の鍵かぎ穴あなに差し込む。


　ガチャ。


　数秒であっさり開けると、部屋に入り、鍵を閉しめる。


　すると扉の外から、


「むむ！　誰もいないぞ？」


「執務室にすでに侵しん入にゆうしてるんじゃないか？」


「いや、それはありえない。この部屋の鍵は特とく注ちゆうだと聞いているからな。違ちがう場所へ逃げたんじゃないか？」


「よし、探さがせ！」


　そしてそんな声が遠ざかっていくのを確かく認にんしてから、フェリスが言ってくる。


「『ふっふっふ。どんな特注の鍵だろうが、この天才下した着ぎ泥どろ棒ぼうライナ・リュート様にかかれば、チョチョイのちょいさ！』……と、いうわけか？」


「って、どういうわけだよ……」


　ライナは疲つかれた声こわ音ねで言った。


　それから扉と、鍵のほうを見て、


「でも、これが特注ねぇ……こんなの俺じゃなくても、ちょっと優ゆう秀しゆうな盗ぬす人つとなら簡単に開けられるぞ。王の部屋の警けい備びがこんな程てい度どで……シオンの奴、大だい丈じよう夫ぶかね？」


　するとフェリスがそれに、つまらなそうな声音で言ってくる。


「うむ。まあ、奴には兄にい様さまがついているからな」


　それだけで、


「あ……そうか」


　ライナはあっさり、納なつ得とくした。


　そう。


　ローランドの王は常に、エリス家の当主に護ご衛えいされているんだった。


　エリス家。


　剣けんの一いち族ぞくと呼ばれ、代々ローランドの王を護衛し続けている謎なぞの貴き族ぞくだ。


　彼らは異常なほどの強さを身につけている。


　フェリスもその一族の中の一人なのだが。


　と、ライナは彼女の、腰こしの剣を見る。


　なにかというとその剣は、目に見えないほどの速さで抜ぬき放はなたれ、ライナの頭を殴なぐりつけてくるのだが……


　その速さは、尋じん常じようじゃない。


　魔ま法ほうで無む理り矢や理り加速させたライナの動きを、さらに彼女は一歩、超こえてくるのだ。


　そんなのは、ありえない。


　いったいどれほどの修しゆう練れんを積つめば、どれほどのものを犠ぎ牲せいにすれば、こんなまだ若わかい、華きや奢しやな女に、あれほどの強さが身につくのか。


　想そう像ぞうするだけで……


　嫌いやになる。


　だが、ローランドの王を守っている奴は、彼女よりもさらに、化ばけ物ものじみているのだ。


　エリス家の当主、ルシル・エリス。


　フェリスの兄あに貴き。


　フェリスが言うとおり、彼が守っている限り、何なん人ぴとたりともシオンに触ふれることはできないだろう。


　それほどルシルは強かった。


「…………」


　ライナは、ルシルと対たい峙じしたときのことを思い出して、思わず顔をしかめる。


　闇やみの中央。


　薄うす笑えみを浮うかべたまま、ライナを絶ぜつ望ぼうのどん底に突つき落としてきた、あの男の顔を思い出す。


　その強さは、とても人間とは思えないレベルで。


　それはあまりに圧あつ倒とう的てきで。


　いや……


「…………」


　あれは、人間と呼べる代しろ物ものなんかじゃなかった。


　彼が笑った途と端たん、彼の存そん在ざいが消えた。


　気け配はいが消えたとか、あまりの速さに動きが見えなくなったとか、そんな簡単な話じゃない。


　そして存在そのものが消えたと感じた次の瞬しゆん間かん、ライナはいつの間にか首を絞しめ上げられ、殺されかけていた。


　あれは……


　あんなのが、人間なはずがない。


　フェリスの兄貴は……人間じゃないのだ。


　じゃあ、いったいなんなんだ？


　あの時。


　ルシルが言ってきた言葉を、ライナは思い出す。


　ライナの首を絞めつけながら、ルシルが放った言葉。


『フェリスは、化物じゃない？　は、はは。そう。そうさ。よくわかってるじゃないか。フェリスは人間だ。呪のろわれた血が流れている私や……そして君とは違ちがう……』


　確たしか奴は、そう言った。


　呪われた、血。


　そのときは、その言葉の意味をよく考えなかった。なぜならそれはもう、言われ慣なれた言葉だったから。


　呪われた化物。


　悪魔の子。


　人殺しの、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保ほ持じ者しや。


　そうだ。


　自分は呪われている。


　だからどうした？


　そんなのはいまさら言われるまでもない。


　だが、ルシルはさらにこう言ってきた。


『だから君も、勘かん違ちがいしないほうがいい。彼女は、君の手には入らない。呪われた血から……彼女はもう、解放されているのだから。


　私の血も。そしておまえの血も。


　彼女に入ることはない。そんなことは、私が許ゆるさない』


　この、意味は？


　自分が呪われているのは、いい。『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者の化物なんだ。


　そんなのは、自分がよくわかっている。


　ルシルが呪われているというのも……理解できる。あれほどの化物なのだから、なにかしら秘ひ密みつがあるのかもしれない。


　だが、フェリスが呪われた血から解放されているというのは、いったいどういうことだ？


　フェリスも。


　彼女もなにかに、呪われていたということなのか？


「…………」


　ライナは、フェリスのほうを見た。


　相変わらず異常なほど整ととのった、綺き麗れいな顔。


　確かに人にん間げん離ばなれした美び貌ぼうだ。


　彼女には妖よう精せいか、女め神がみの血が流れていて、だから人間じゃありませんと言われても、それはそれで納なつ得とくしてしまいそうなほどの美しさだが……


　でも、これはそんな楽しい話じゃないのだ。


　俺は呪われていて。


　ルシルも呪われていて。


　そして、フェリスは解放されている？


　これはいったい、どういう意味なんだろう？


　フェリスやルシルも、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』のような呪いを受けてるってことか？


　だが、フェリスはそれから解放されているらしい……


　ということはつまり、どうなる？


「……う～む」


　そこで、ライナは腕うで組ぐみをして考えこむ。


　そのまま彼は、右目だけを大きく開いてみる。


　途と端たん、彼の黒い瞳ひとみの中央に、朱しゆの五方星が輝かがやき始めた。


　この、瞳。


　自分の意い志しを無む視しして暴ぼう走そうし、人を、大切なものを、殺してしまうこの瞳。


　呪われた瞳だ。


　俺は、呪われている……


「…………」


　だが、ルシルの言葉では、フェリスは呪いから解放されたという。


　ってことはそれは、この瞳の呪いを解とく方法が、あるってことを意味してるんじゃないのか？


　いや、それじゃあまりに楽観的な考え方すぎるか。


　でも、ルシルのあの口ぶりからすると、あいつはたぶん、なにかを知っている。


　それも、俺の知らないなにかを知ってる。


「だがそれは……いったいなんだ？」


　ライナは小さく呟つぶやく。


　そして、ルシルと初めて会ったときのことを、さらに思い出していく。


　あの、化ばけ物ものがいた場所。


　その、異い常じような光景……


　無むだ。


　そこには、無が広がっていた。


　まるで現げん実じつからそこだけ隔かく離りされてしまったかのように、暗く、深く、底の見えない無が広がっていた。


　だが、それが見えるのはライナの目だけで、フェリスにも、イリスにも、あとエリス家の執しつ事じにも見えないという。


　じゃあ、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者だけが見えるのかと思えば、同じ『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者であるアルアにも、その無は見えなかった。


　じゃあ、いったいあれはなんなんだ？


　それに、アルアと俺の、瞳の見え方の違いは、どうして出る？


「…………」


　もう、考えることはいくらでもあった。


　そのこと一つとったって、もっと真しん剣けんに調べてみる必要があったのに。


　なのに俺は、ルシルに言われた言葉に、あっさり思い詰つめて。





『醜みにくい化物が……どんな叶かなわぬ夢ゆめを見ていた？』





　叶わぬ、夢。


　そう言われた。





『知っているはずなのに。君の血ち塗ぬられた化物の手では……なにも摑つかむことができない……どこにも、届とどくことはない』





　そう。


　そうだ。


　俺の手は、どこにも届かない。


　でも、それでも。


　心ではいつも叫さけんでいた。


　一人はもう嫌だって、叫んでいたんだ。


　誰だれかに触ふれたい。


　誰かの側そばにいたい。


　誰かに笑いかけてほしいって、いつも叫んでいたのに……


　俺は、逃にげた。


　なに一つ頑がん張ばらずに、俺は逃げたんだ。


「……ああもう、俺ってばなんでローランドから出たんだろ……この国でやらなきゃいけないことは、いっぱいあったのに……」


　ライナは、頭を抱かかえた。


　するとフェリスが思い出したかのようにまた、


「『………………俺は……生きてても、いいのかな？』」


「ぐぁあああああああだからそれやめてくれぇええええええええ！」


「お？　どうしたそこの悩なやめる思春期君。家出なんかやめて、お姉さんに相談してみなさい」


「し、思春期って……あうう……おまえ、ちょっといじめすぎじゃない？」


「ふふふ」


「……あの、そんなに怒おこってたわけ？　俺が勝手におまえの前からいなくなったこと……」


「うむ。当然だろう。私の奴ど隷れいが無む断だんで行ゆく方え不明になったのだ。ご主人様はお怒いかりである」


　なんて言葉に。


　ライナはフェリスを見つめ、それからちょっとにやりと笑って、


「なるほどねぇ。ってことはあれか。おまえは俺がいなくて、そんなに寂さびしかっ……」


　が、言葉はそこまでだった。


　フェリスが信じられないほどの速さで剣けんを引き抜ぬき、その剣の腹はらの部分がライナの後頭部に、


「ぐぎゃぁああああああああああ!?」


　そのまま、彼は執務室の中を吹ふっ飛び、巨きよ大だいな書しよ棚だなにぶつかる。


　するとその衝しよう撃げきで書棚から、ありえないほど分ぶ厚あつい本が何冊さつも落ちてきて。


「うおっ、お、おいおい、そんなん当たったら死んじゃ……って、よっ、ほっ、とりゃ」


　言いながら、ライナは器き用ように本をキャッチしていく。


　左手二冊。


　右手で三冊。


　だがさらに頭に四冊！


「ぐぎゃ!?」


　結局ライナは潰つぶれた。


　するとフェリスが、


「し、死ぬなライナぁあああああ！」


「嬉うれしそうな声で言うな！」


　げんなり叫びながら、ライナは本を跳はねのけて起きあがる。


　そのまま自分の後頭部をなでながら、


「う～……たんこぶできた……ってか、ほんとに死んだらどうす……ああもういいや、いつものことだし……」


　などなど、ぶつぶつうめきながら、あらためて執務室を見回した。


　するとそこは、前にきたときとまったく同じ、質しつ素そな執務室だった。


　本当にこの国の王が使っているとは思えない、こぢんまりとした部屋。


　小こ難むずかしそうな分ぶ厚あつい本が並ならぶ巨きよ大だいな書棚と、木製の椅い子すに机つくえ、そしてその上にうずたかく積つまれている書類の山。


　ただ、それだけの部屋。


　一応隣となりには仮か眠みん室しつが設もうけられているが、そちらの質素さも相当なものだ。ただ、寝ることができるベッドがあるだけ。


　いや、もう質素どころの騒さわぎじゃなかった。これじゃまるで貧びん乏ぼう学生の部屋だ。


　とても大国の王が使う部屋とは思えない。


　だが、シオン・アスタールとは、そういう男だった。


　誰よりもこの国のためを想おもい、誰よりも節せつ制せいして、誰よりも働く。


　民たみのため。


　部下のため。


　狂くるったように働き続ける。


　言ってみれば、馬鹿なのだ。


　仕事馬鹿。


　もう、二言目には仕事しろ仕事しろと無む理り矢や理り激げき務むを押おしつけてきやがって、あの野や郎ろうローランドに戻もどったら絶対に殺してやるからな！


　とか、思っていたのだが。


「…………」


　ライナは、机に積まれた異常な量の書類の山を半はん眼がんで見つめると、


「……ったく、あの馬鹿はちゃんと寝てんのかね？」


　あきれたように言った。


　するとフェリスも書類のほうを見てから、


「……ふむ。まあ、あいつはおまえと同じ真しん性せいのマゾだからな。自分を痛めつけることに快かい楽らくを感じるのだろう」


「……いや、シオンはともかく俺はマゾじゃないから、頭とか殴なぐらないで欲ほしいんだけど」


「……などと言いながらも、後頭部の痛みにひそかな快楽を感じてしまうライナ。『いったい……いったい俺はどうしてしまったんだ。まさか俺は、変へん態たいなのか？』」


「……っておいおいおい、今度はなんの物語が始まったんだ？」


　という突つっ込こみを無む視しして、フェリスは続ける。


「しかしどう考えたって変態だった。だって、世界中どこを見回しても、自分より変態な人間など存在しなかったのだから。だからライナは、泣きながらこう言ったのだ。『………………俺は……生きてても、いいのかな？』」


「ってだからちょっと待てって!?　またそれ？　まだそれ続けるの？」


「うむ。当然まだまだ終わらないぞ。シオンの奴におまえがどれだけ泣いていたのかの詳しよう細さいを……」


「教えなくていいから！　ってか、あの、た、頼たのむからそれ、俺ら二人だけの秘ひ密みつ、ということでお願いできないでしょうか？」


　するとフェリスはこちらを見つめ、


「うん？　二人だけの秘密？」


「そ、そう。だめかな？」


　ライナがそう言うと、フェリスはなぜか、かすかに嬉うれしそうな表ひよう情じようになる。


「ふむ。二人だけの秘密……か」


　そして真まっ直すぐこっちを見つめ。


「ふふふ。口止め料は高いぞ？」


「あう……そうくると思った……」


「うむ。わかっているなら話は早い。だが、私も鬼おにではないからな。だんご一いち億おく個こ分ぶんの金で許ゆるしてやろう」


「ってなぜだんごが単位？　いやまあ、いいけどさ……でもそれ、いくらだよ？　俺の貯ちよ金きんでいけるかな？」


　ライナのその質問に、フェリスは安心しろとばかりにうなずいて、


「まあ、貯金全部と、内ない臓ぞうを二つばかり売ればなんとか……」


「怖こわいって！」


　怒ど鳴なってから、ライナはため息をついた。


　それからもう一度、フェリスを見る。


　すると彼女はライナをいじめきったせいか、どこか満足げな顔をしていて。


　その彼女の表情に、ライナは苦く笑しようする。


「ほんとにおまえはウザい奴だよなぁ」


「ふむ。つまりそれは、いまここですぐに、売るための内臓をえぐり出されたいということだな？」


　と、剣を抜き始めるフェリスを見つめながら。


　ライナはそれに、しかし、ただ目を細めた。


　そして。


「いや……でも本当は……」


　と、小さく呟く。


　本当は……


　だんご一億個分の金なんかじゃ払はらいきれないほど、彼女には感かん謝しやしているのだ。


　生きている価か値ちがないと思いこんでいた自分を、必要だと言ってくれたこと。


　ここへ、連つれ戻もどしてくれたこと。


　そして。


　あの約やく束そく。


　自分勝手な、最さい悪あくの約束。


　ライナは自分が言った言葉を思い出す。


『……俺を、殺して欲しい。もし次に俺が暴ぼう走そうしたら……おまえに殺して欲しいんだ……もう前みたいに、ためらわずに……』


　それは、本当になんて身み勝がつ手てな約束だろう。


　フェリスにとっては、なんの得とくもない。


　ただ、彼女が嫌いやな思いをするだけの、最低の約束だ。


　だが。


　彼女はそれを、受け入れてくれた。


『……それで、おまえが戻ってくるなら』


　あれほど俺は、逃げたのに。


　引き止める彼女を裏うら切ぎって逃げたのに。


　彼女はまた、こちらに手を差し伸のべてくれて。


「…………」


　だから……


　と、そこで、


「どうした？」


　フェリスが首をかしげて、不ふ思し議ぎそうな顔で聞いてくる。


　それに。


「…………」


　ライナは、肩かたをすくめた。


「……いや、うん……なんでもない。なんかちょっと眠ねむくてさぁ……」


　そして、あくびしてみせて、ごまかす。


　いつもこうやって逃げてきたのだ。


　やる気のないふりをして。


　眠そうなふりをして。


　世界と自分は、関係のないフリをして、いつも逃げてきたのだ。


　すべてに無む関かん心しんで、なにもかもどうでもいいって自分に言い聞かせて。


　そんなはずないのに。


　傷きずつけば痛いし、ひとりぼっちは寂さびしいのに。


　俺には関係ない。


　俺には関係ない。


　そのほうが楽だから。


　俺には関係ない。


　そう、自分に言い聞かせ続けた。


　まるで自分がこの世にいないかのように振ふる舞まえば、もう傷つかないですむんじゃないかって思って。


「…………」


　だが、現げん実じつは違ちがった。


　そんなことに、いまさら気づいたのだ。


　人間から完全に背せを向けて生きる魔ま眼がん保持者たちを見て。


　人を憎にくむティーアの表情を見て。


　それでも寂しいと、救すくって欲しいと笑ったラフラの表情を見て。


　逃げ続けるライナを見るときの、シオンの苦くるしげな表情を見て。


　そして、逃げても逃げてもしつこいくらいに追いかけてきて、不安げな顔をする、フェリスの顔を見て。


「…………」


　彼女に、


『おまえが死んだら……寂しいだろうが……』


　そんなことまで言わせて、やっと気づいたのだ。


　自分は生きていたい。


　寂しい思いはもう嫌なんだ。


　誰かと一いつ緒しよに笑って、大切なものを必死に守って、一いつ生しよう懸けん命めい生きてみたい。


　たとえばラフラのように。


　死ぬ直前まで、ライナに魔眼保持者たちを救って欲しいと叫さけび続けたラフラのように、強い心を持ちたいと、そう思ったのだ。


『人間に絶ぜつ望ぼうした、悲しい神の眼めの保持者たちを……あなたに救って欲しい』


　ラフラはそう言った。


　俺はただの弱よわ虫むしで、傷つくことから逃げてばかりで、おまけに目の前で次々と殺されていく魔眼保持者の子供たちを、助けることもできなかったのに。


　彼は死の直前まで安心しきった表情で、


『……間に合って、よかった。きっとあなたは約束を守って……』


　言葉は、そこまで。


　そして彼は死ぬ。


　こんな弱虫にすべてを託たくし、約束するだけして、こっちはなにも答えてないのに、さっさと消えてしまう。


　だからライナは、


「ったく、卑ひ怯きよう者ものめ」


　顔をしかめてそう言った。


　途と端たん、フェリスが反はん応のうして、


「なんだと！」


「え、あ、いや、いまのはおまえのことじゃなくて……」


「じゃあ誰のことだ」


　その問いかけに。


　ライナは思わず吹ふき出しそうになる。


　卑怯者は、誰か？


　そんなのもう、わかりきってる。


　だから、堂々と言ってやった。


「俺だ！」


　するとすぐさまフェリスが、


「おお!!　やっと自分がいかに卑怯な男か気が付いてくれたか！　女を妊にん娠しんさせては責任を取らず、子供のおむつの金すらギャンブルに……」


　とかなんとか、例によって例のごとく、いつものわけのわからないフェリス物ストー語リーが開始されるが、いちいち突つっ込こむのは疲つかれるので、無む視しする。


　だが、そうなのだ。


　卑怯者は、自分。


　すぐにめんどくさいと逃げ出す自分が一番の卑怯者で。


　しかし、記き憶おくの中のラフラはもう逃がさないと笑う。


『あなたは優やさしい人だから、きっと約束を守ってくれる』


　それにライナは疲れた顔で、えー勘かん弁べんしてよ、めんどくさいの嫌きらいなのに……なんて、反論してみるが……


『とかなんとか言って、ほんとは人の役に立ちたいくせに』


　ンなことないって。


　もう俺ってば毎日寝まくって、そのまま死にたいくらいなんだから。


　あーめんどくさい。


　もう眠い。


　ってか、人に迷めい惑わくをかけるくらいなら、このまま死んでもいいや。


『あなたには、そんなことはできない』


　できるさ。


『できない。なぜなら……』


　とそこで、突とつ然ぜんフェリスの顔が頭に浮かぶ。


　そして彼女は泣きそうな顔で、


『……馬ば鹿かが。おまえが死んだら………………寂しいだろうが……』


　なんて言ってきて。


　またこれかよ、と、ライナは思う。


　でも。


　でもそれで、十分だった。


　生きる理由は、それで十分だ。


　死んだら、フェリスが寂しがる。


　あんな、悲しそうな顔になる。


　なら。


　それならもう少し、生きてみてもいいんじゃないかって。


「……ったく、死ぬのも簡かん単たんじゃないよなぁ」


　ライナは苦笑しながら、呟つぶやく。


　おまけにラフラが勝手に無む理り難なん題だいを押おしつけて死んでしまったので、やらなきゃいけないことは山積みときた。


　考えなきゃいけないことも、山積み。


「あーもうめんどくさい……ったく、いったいなにから始めたらいいかね？」


　本当に、考えなければいけないことは、いくらでもあった。


　人間に絶望した魔眼保持者たちを救う。


　だがその魔眼保持者たちはガスターク帝国と対立している……というか、一方的に狙ねらわれている。放っておけばガスタークの奴やつらに皆みな殺ごろしにされかねない。


　となるとガスターク帝国から魔眼保持者たちを保ほ護ごしなきゃならないんだけど。


「でも国を相手にして、俺一人でどうにかなるもんでもないしなぁ……」


　となると、どうしてもシオンの協力が必要になってくる。


　ガスタークと対等に渡わたり合うには、こちらも国こつ家か権けん力りよくを利用しないことにはどうにもならないだろうし。


　ってことは、とりあえずやらなきゃいけないことの順番としては、こんな感じだろうか？


　ライナは、頭の中に、やらなきゃいけないリストを、やらなきゃいけない順に並ならべてみる。





　１、シオンを適てき当とうに丸め込む。


　　　　　　↓


　２、ローランド帝国に、ガスタークと対たい抗こうできるだけの力をつける。


　　　　　　↓


　３、中央大陸にいるという魔眼保持者たちを保護して、ローランドに連れてくる。


　　　　　　↓


　４、連れてきちゃえばしめたもの。シオンの馬鹿は無む駄だに責任感が強いから、ほっといても勝手に守ってくれるだろう。


　　　　　　↓


　５、そしたら俺はまた毎日昼寝をして過ごそう。





「おお、完かん璧ぺきな計画だ」


　ライナが言うと、フェリスが、


「ん？　完璧な計画？　また女を襲おそう計画か？」


　だがライナは首を振る。


「いや、いま考えてたのは、シオンのアホを適当に利用して、楽しよう計画」


「んな!?　す、素す晴ばらしい計画ではないか！」


「だろぉ？　おまえも参加したい？」


「はい！　是ぜ非ひ私もライナ先生が考案した、『シオンのボケを適当に利用して、毎日だんご食べ放題』計画に参加させていただきたいです」


「って、なんか早くも計画名変わってるんだけど……まあいいけどさ……」


　ライナがげんなり言うと、フェリスが聞いてくる。


「で、なにから始めましょうか？」


　それにライナは再ふたたび腕うで組ぐみして考え込んだ。


　そしてさっきの、やらなきゃいけないことリストの、１番を思い出して。


『シオンを適当に丸めこむ』


　そのためには……


「う～ん。とりあえずは、シオンの弱みでも握にぎれれば楽なんだけど……なんか案ある？」


　するとフェリスも腕組みして、


「うむぅ？　弱み……か。おまえの弱みは握ってるんだがな」


「いや、俺の弱み握ってても仕方ないだろう」


「『………………俺は……生きてても…………」


「ってああもうだからそれやめろって！」


　悲鳴をあげるライナを見つめ、フェリスは満足げにうなずく。


「ふふふ。つまりはこういう弱みを握る必要があるわけだな」


　だがそれに、ライナはフェリスをにらみつけ、


「そ、そんなにいじめるんだったらな、こっちにもネタはあるんだぞ！　おまえだってこないだ俺に泣きそうな顔で『……馬鹿が。おまえが死んだら………………寂し……』ぐぎゃぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」


　今度こそ死んだ。


　そう思った。


　地面をごろごろ転ころがりながら、机つくえをひっくり返し、椅い子すをひっくり返し、いままでの人生が走そう馬ま燈とうのように巡めぐっては消え、巡っては消えしてから、死ねずに意い識しきが戻ってしまい、


「か、体中が痛……あうう……も、もう言いませんから、殺さないでください……」


　ライナは、散さん乱らんした書しよ類るいに埋うもれながら、そう言った。


　するとフェリスは顔を真まっ赤かにして、


「つ、つ、次はないと思え」
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「あ、なになにおまえ、まさか照れ……ぐぎゃあああああああ」


　走馬燈が……以下略りやく。


「って、も、もう言いませんから、あの、剣をお収おさめください……」


「つ、つ、次はないと思え」


「は、はい……死にたくないので、あの、話を戻します。ええと。と、とにかく……あれだ。シオンの弱みの話だったよね……？」


　するとフェリスはぎこちなくうなずいて、


「う、うむ。どうする？」


　それにライナは一度部へ屋やを見回した。


　さっきまではそれなりに整せい理りされていたのに、ライナたちがきた途と端たん、もう目も当てられないほど散ちらかってしまった、部屋。


　それを眺ながめてから、


「……とりあえず、この部屋の中でも物ぶつ色しよくしてみるか？　なんか恥はずかしいものとか隠かくしてるかもしれないし」


「ふむ。恥ずかしいもの？　たとえば？」


「え？　たとえば？　えーと……なんだろ。いやらしい本とかか？」


　すると納なつ得とくとばかりにフェリスは手をぽんっと打って、


「おお！　なるほどな！　普ふ段だんは英えい雄ゆう王おうなどと呼ばれて好こう青せい年ねんを気取っているが、その本ほん性しようはおまえと同じ、むっつりスケベということか！」


「……いや、おまえと同じって……なんでこう、全部の発言に俺への嫌いやがらせが……まあ、もうそれでいいけどさぁ……」


　と、もう何度目かのあきらめの言葉を吐はいてから、ライナは言った。


「とりあえずそんなようなもんを、探さがしてみようぜ」


「よし！」


　そしてさっそくシオンの部屋の物色を始めるフェリス。やるとなったら彼女の動きはてきぱきと速かった。


　思い切りよく書類をひっくり返し。


　書しよ棚だなの本を片かたっ端ぱしから抜ぬいては捨すて、抜いては捨て。


　みるみる部屋が荒あらされていく。


　ライナはそんな彼女と、泥どろ棒ぼうが入った後のような様よう子すになっていく部屋を眺ながめながら……


　しかし。


　違うことを考えていた。


　自分と、シオンとの関係のこと。


　弱みを握れば、利用できる……


　本当はいまはもう、そんな簡かん単たんな状じよう況きようでないのだ。


　シオンは。


　あいつは俺を、ルーク・スタッカートに殺させようとしたのだから。


「…………」


　それを恨うらんだりはしてない。


　シオンは当然の命令を、当然に出しただけだと思う。


　シオンが出した命令書に書かれていたのは、こんな言葉。





『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者ライナ・リュートが、国外において暴ぼう走そう、もしくはローランドを裏うら切ぎるような素そ振ぶりがあった場合。


　その抹まつ殺さつ。





「……抹殺、ね」


　ライナは、書類に埋もれたまま、小さく呟つぶやく。


　あの命令書が、どういう経けい緯いでライナの手元までやってきたのか、それはわからない。


　たとえばシオンをよく思っていない貴き族ぞくども……もしくはそういった勢力の奴らが、ライナに送りつけてきたのか……？


　それともシオンの仲間たちがライナのことをよく思ってなくて、送りつけてきたのか。


　もしくはシオン自身が、ライナをもう邪じや魔まに思って……


「…………」


　だが、それにライナは首を振ふった。


　それはない。


　最後に別れたときの、あいつの顔。


　ライナが、命令書の内容を知っていると伝えたときに浮かんだあの表情。


　ひどく苦くるしそうな、辛つらそうな顔。


　そして、


『…………違う』


　彼はそう言った。


　そしてシオンを裏切り、ティーアと一いつ緒しよに消えようとしているライナに向かってさらに、彼は必死に引きとめてくれた。


　あのときのあいつの顔を見れば、それだけで気持ちはもう、十分わかった。


　だから、たとえ彼が本当にライナを抹殺するよう、命令を出していたとしても、それはたいした問題じゃないのだ。


　一国の王として、国を守るにはそれくらいのことはしなければならないだろう。


　だからライナは、まるで気にしていない。


　だが問題は、それをシオンはどう思ってるか……ということだ。


　あの命令を出したときの、シオンの気持ちは？


　ライナがそれを知っていると知らされたときの、彼の気持ちは……


　そして。


　一度ローランドを裏切ったライナを、シオンはどう思っているのか？


　もう一度、仲間として迎むかえ入れてくれるだろうか？


「…………」


　いや、迎え入れてもらわなきゃならないのだ。ライナ一人では、とてもガスタークから魔眼保持者たちを守ることはできないのだから。


　ローランドに、魔眼保持者たちを保護してもらわなければならないのだ。


　だけどそうなると、シオンはライナ以外の魔眼保持者のことをどう思ってるのか、という問題も持ち上がってくるわけで。


　とそこで。


　ライナは、シオンがティーアに向かって叫んだ言葉を思い出した。


『ふざけるなっ!!　ライナは、ライナは、おまえとは違う。おまえみたいな……』


　そこで彼は言葉を止めたが……


　そのさきの言葉はもう、わかっている。


　化ばけ物もの。


　人殺しの、化物だ。


　そばにいるだけで、人を殺し、災さい厄やくを撒まき散らしてしまう、化物。


　そんな化物は、殺したほうがいい。


　殺したほうが安全だ。


　そんなのは、わかりきっている。正しい王なら、大きな被ひ害がいが出る前に手を打つべきだ。


　巷ちまたで噂うわさの英えい雄ゆう王おう、シオン・アスタール様なら、すぐにでも手を打つだろう。


　ライナを殺せと、ルークに命令を出したように。


　魔眼保持者たちを国に入れるなど……もってのほかだ。


「だがそれでも……」


　それでも、シオンには魔眼保持者たちを、受け入れてもらわなければならない。


　危き険けんなのを承しよう知ちで、抱かかえ込こんでもらわなければならないのだ。


「そこが……一番やっかいな問題なんだよなぁ……」


　ローランドの民たみを危き険けんにさらして、それでも魔眼保持者を受け入れてもらえるのか？


「さて、どう説せつ得とくしよう」


　うーむ、と、ライナは考え込む。


　いや、シオンを説得するだけじゃ、まだ足りないのだ。


　このローランド帝国の人間を……さらには世界すべての人間にまで、魔眼保持者の存そん在ざいを受け入れてもらえなければ、なんの意味もないのだ。


　殺すべき化物ではなく、共存する相手としてみてもらえなければ、話は進まない。


　魔眼保持者と、人間の共存。


　と、そこまで考えて、


「うむむむむ」


　と、ライナはますます難むずかしい顔になった。


　正直なところ、かなり難しいと思う。


　自分がいままで受けてきた差別、迫はく害がい、侮ぶ辱じよく……


　人々はライナの瞳を見るだけで、忌いみ嫌きらい、嫌けん悪おし、恐きよう怖ふする。


　化物は殺せと叫ぶ。


　そして魔眼保持者たちは暗くら闇やみに放ほうり出され、死にたいと叫ぶ。


　辛いと叫ぶ。


　こんな思いをするくらいなら……こんな思いをするくらいなら、人間どもを呪のろってやると叫ぶのだ。


　ライナは、今度はティーアがシオンに言った言葉を思い出した。


『貴あ方なたたちは……裏切られ続ける僕たちの、心の闇やみを知らない。そうだろ？　ライナ』


　でもってもう一度シオンの言葉を思い出す。


『ふざけるなっ!!　ライナは、ライナは、おまえとは違う。おまえみたいな化物とは違う』


　もう、まったくもって相あい容いれてない二つの言葉。


　これを、どう歩み寄よらせろと？


　あの馬鹿みたいに人のことばかり考えているシオンですら、ライナ以外の魔眼保持者に対しては、これほどの差別的な言葉を吐はくのだ。


　じゃあ、他ほかの人間ならどうなる？


　そんなの想そう像ぞうするまでもなく……


「……あ、なんか頭痛くなってきた……ったくラフラの奴、ほんとにめんどくせぇこと押しつけやがって……」


　ライナは乱らん暴ぼうに、頭をかいた。


　だいたい、まず自分はどうなんだ？


　俺自身は、自分のことを受け入れられてるのか？


　自分は化物じゃなくて、危険じゃなくて、人間と共存できるんだと、言い切れるのか？


　なんてことを考えて、


「……できるわけ、ないよなぁ……フェリスにあんな約束までさせて……」


　ライナは、ため息をついた。


　暴走したら、殺してくれだなんて。


　おまけに終しまいには、俺は『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者じゃなくて、もっと別物らしい、なんていう情報が出てきて、ますます自分のことを信じられなくなってるのに。


「……ふむぅ」


　と、今度は、リルとかいう、ガスタークからの間スパ者イの言葉を思い出す。


　彼はライナを見つめ、


『話を始めようか、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』の化物……いや、『すべての式を解とく者』と、呼よんだほうがいいか？』


　そう言った。





『すべての式を解く者』





　リルはライナのことをそう呼んだのだ。


　それに益ます々ます混乱する。


　俺はずっと、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者なんだと思ってきたのに、突とつ然ぜん違う名前が与あたえられて……おまけにその説明をしないまま、自分だけ納得していなくなりやがってあの野郎！


　おまけにあいつはわけのわからない言葉をさらに連発してくる。


『こりゃ傑けつ作さくだな。まさか……ほんとに知らないのか？　じゃあ門のことも？』


　知るわけない。


『……鍵かぎは？』


　全然知らない。


　自分のことなのに、なんの話をしているのかもまるでわからなかった。


「……俺が、何者なのか……」


　まずはその問題を解決する必要があった。


　自分のことすらわからないのに、人間と魔眼保持者たちの間を取り持つことなどできるはずがない。


　なぜ自分は暴走状態になっても、意い識しきを取り戻すことができるのか？


　なぜアルアには見えなかったエリス家に広がる無むが、自分の眼には見えたのか？


　他にも、通常の『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者との違いはあるのか？


　自分が『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者じゃないのなら、なぜ、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者に酷こく似じした能のう力りよくを持っているのか？


「……まあ、その辺はアルアにも協力してもらって調べていかないとな。いや、でもまずはシオンの問題か……」


　一応ルークがライナを殺さずに引いてくれたのと、あれ以来暗殺者がこないところを見ると、ライナ抹まつ殺さつ計画は一時的に中止されているみたいだが……


　だからといって、シオンがライナを許してくれたということには……


　とか、そんなことを考えていたところで。


　突然。


「見つけたっ!!」


　フェリスが声をあげた。


「んぁ？　見つけたって、なにを？」


「奴の弱みだ！」


　そう言って、彼女は自信満々にこちらに封ふう筒とうを掲かかげて見せてくる。


　ライナがそれを見ると、封筒の表には、シオンの筆ひつ跡せきでこんなことが書かれていて。





『愛いとしのエレーナ様へ[image: ]』





「……って、え？　こ、これって……ま、まさか……」


　ライナが聞くと、


「う、うむ」


　フェリスが、緊きん張ちようの面おも持もちでうなずく。


　それにライナはもう一度、封筒を見つめた。


　しかしそれはどう見ても、どっからどのようにして見ても、シオンの筆跡で……


　なのに。


　なのにっ！


「は、ハートマークとか書いてあるぞ」


「う、うむ」


「え、エレーナって、誰だれ？」


「わからん」


「でもこれはやっぱり、ラブレターだよな？」


「うむ」


　そこまで言ってから、二人は顔を見合わせた。


　そしてライナはにんまりと笑って、


「うおおおおすげぇ弱み見つけた！　これであいつ、一生俺たちの奴ど隷れいだぞ！」


　するとフェリスも悪そうな笑えみを浮かべ、


「ふふふ。だんごセット十億個は固いな」


「おいおい、十億ってすげぇな!?　それっていくら分だよ！」


「うむ。ライナ五十内ない臓ぞう分ぶんだ！」


「……そんな単位やだ……」


　と、ちょっと興こう奮ふんが冷めたところで、再び封筒を見た。


　ハートマークが書かれた封筒。


　こんなの読まれたら、その後の人生はすべて終わってしまうだろう。


　良りよう識しきのある人間なら、こんな、人のプライベートにまで立ち入るべきじゃない。


　ライナはそう思った。


　そう。


　やっぱりこんなのよくないよ。


　いくらシオンが嫌な奴だって、こっちまで嫌な奴になる必要はない。


　そうだ。


　やっぱりやめよう。


　だからライナは、フェリスに言った。


「は、早く読もうぜ！　読んで笑おうぜ！」


「くっくっく。お主ぬしも悪ワルよのぉ」


　なんて妙みような小こ芝しば居いをしながら、フェリスはラブレターを掲げる。


　そして良識やらプライベートやらの話はどこへやら。あっさり封筒は開けられてしまって。


　そのままフェリスは中から便せんを取り出し、それを広げる。


「って、俺ってば、ちょっとドキドキしてきちゃったんだけど……なんかもう、恥はずかしくて読めないようなくっさいセリフが書いてあったらどうしよう」


「ふむ。エレーナ様、君はまるで僕の太陽だ、とかか？」


「ぐあーそんなん書いてあったらまじ俺死ぬってぇ～」


　などと言ってる間にも、便せんは開かれる。












[image: ]








　そしてそこには。


　シオンの丁てい寧ねいな文字で、こんなことが書かれていた。





『ああ[image: ]


　あなたはまるで、僕の天使だ[image: ]


　君のことを考えると、夜も眠れなくなるんだ[image: ]


　だって、だって君は……勝手に僕の部屋を漁あさり、人の手紙を勝手に開いて勝手に中身を読んでいるんだろう？


　そんな、人として最もやってはいけないことを平然とやってしまう君たちに、これからどういう罰ばつを下くだしてやろうかと考えると……


　もう、胸むねがドキドキして、笑いが止まらないんだ[image: ]


　どうだい？


　人の手紙を勝手に読む罪ざい悪あく感かんは。


　人が大切にしているものに、土ど足そくで踏ふみ込んでくる罪悪感。


　ああ、自分はなんてひどいことをしてしまったんだろう。こんなにシオン・アスタール様を傷きず付つけてしまって、ただですむわけない。


　無む料りようで、無料でご奉ほう仕ししなければ!?


　そんな気持ちになってきただろう？


　でも安心してくれ[image: ]


　きちんと用意してあるから[image: ]


　ルークからおまえらが帰ってくるということは聞いていたけど、帰ってくるのも遅おそいし、その間に君らに任まかせようと思っていた仕事がたまりにたまって、きっともう、君たちはこれから五年くらいはだんごを食べる暇ひまも、寝る時間も、まったくないほど忙いそがしいと思うよ[image: ]


　よかったね[image: ]


　とにかくおかえり[image: ]


　地じ獄ごくへようこそ[image: ]




　　　　　シオン・アスタール[image: ]』







　そんなハートマークだらけの心温あたたまる手紙を読み終えて。


「た、助けてぇええええええええ！」


　ライナは悲ひ鳴めいをあげた。


　フェリスも便せんを破り捨てながら、


「だ、だ、だんごが食べられなければ、私が一秒たりとも生きていけないということを、あの馬鹿王は知らんのか！」


　怒いかりに震ふるえる。


「ど、どうするフェリス。あいつ本気だぞ。あのロクに寝ないで仕事することに快かい楽らくを感じちゃう、仕事馬鹿一代ですら忙しいと感じる仕事量って……ほ、ほんとに寝る暇ないんじゃないのか？」


　状じよう況きようは、最さい悪あくだった。


　すべてはシオンの手の平の上。


　奴はライナたちが戻ってきて、執務室にやってきて、シオンの弱みを見つけようと部屋の中を物ぶつ色しよくして、この手紙を見つけ、勝手に中を読むことまで、すべて予想していたのだ。


　このままじゃ。


　このままじゃほんとに、死ぬほど働かされる!?


「に、逃げようフェリス!?　やっぱり戻ってきたのは間ま違ちがいだったんだ！　こんな毎日労働しないといけないような狂くるった国からは逃げて、毎日昼ひる寝ねしてるだけで褒ほめられるような国へいこう！」


「そ、それは伝説の、街まちのすべてがだんごで出来ているという、あの国のことか？」


「…………えー、あー、うんと……まあ、うん。そんな国でいいや……とにかくそんな国へいこう！」


　そして二人は見つめ合い、うなずく。


　強大な敵てきを前にして、初めて二人の意い志しは通じ合ったのだった。


「とりあえず部屋を出よう。ここはシオンの手の平の上だ」


「よ、よし、ならばまず私の実じつ家かに戻り、態たい勢せいを整ととのえるか」


　意見が一いつ致ちすると、行動は早かった。


　ライナはすぐさま立ち上がり、執務室から出ようと扉とびらのノブに手をかけ……


　だが。


　すべてはそこで、あっさり終わってしまった。


　ライナが扉のノブを回す。


　だが、扉は開かない。


　がちゃがちゃと何度回しても、まるで扉は開かない。


「あれ……こ、これは……」


　すると横からフェリスが、


「なにをしている。早くしろ」


「い、いや、なんか扉に鍵かぎがかかってて……」


「なら入ってきたときと同じように開ければいいだろう？」


　なんて言ってくるが、それはできない相談だった。


　入ってくるときは鍵穴あなに針はり金がねを突つっ込こんであっさり解かい錠じようすることができたが……執務室側の扉には、鍵も、鍵穴も、存そん在ざいしないのだ。


　さっきまでは内側から閉しめる鍵がついていたのに、それすらいつの間にか消えていて。


「え……じゃ、じゃあこの扉はどうやって開けたら……」


　ライナがそう言いかけたところで、扉の外から声がした。


　聞き覚おぼえのある、男の声。


　理り知ち的てきでいて、どこか楽しげな声こわ音ねで、


「あーあー、そこのライナ君。いくらノブをがちゃがちゃ回しても無む駄だだよ。この部屋の鍵は特ヽ注ヽなんだ。って、もう知ってるよね。さっき僕が、丁てい寧ねいに教えてあげたもんね？」


　そんな発言に。


「さっき……教えてあげただと？」


　ライナは、これ以上ないというほど顔をしかめた。


　さ、さっきって……


　とそこで、ついさっきの出来事の記き憶おくが蘇よみがえる。


　追いかけてきた衛えい兵へいたちが言った言葉。





『むむ！　誰もいないぞ？』


『執務室にすでに侵しん入にゆうしてるんじゃないか？』


『いや、それはありえない。この部屋の鍵は特ヽ注ヽだと聞いているからな。違う場所へ逃げたんじゃないか？』





「……………………ってうお!?　ま、まさかあの三人目の衛兵が……」


「ご名答。君たち二人のご主人様、シオン・アスタール様でした～」


　と、シオンはふざけた声音で言ったあと、すぐに落ち着いた声に戻り、


「ったく、おまえら帰ってくるのが遅おそいぞ。もう待ちくたびれたよ。さて、じゃあいままでさぼってた分の仕事を死にもの狂ぐるいで一気にやってもら……」


　だが、その言葉を遮さえぎり、ライナは言った。


「ふぇ、フェリス！　おまえの剣けんならこんな扉わけないよな？」


　すると彼女はうなずき、


「当然だ。脱だつ出しゆつするぞ！」


　言って、剣を放はなつ。


　が、そこで。


　シオンが強大な力を持った呪のろいの魔ま法ほうを唱となえてくる！


「だんご一〇セットでフェリスを買ばい収しゆう」


　刹せつ那な。


　抜ぬき放たれたフェリスの剣は一いつ瞬しゆんにしてライナの首くび筋すじにぴたりと添そえられていて。


　フェリスが言った。


「すまないライナ……仕方がなかったんだ」


「ってどこがどう仕方ないんだよ！　てめぇ裏切り……あう……ちょ、ちょっと待った。く、首が切れ……あの……よ、よしフェリス。お、俺はだんご十一セット買ってやる！」


　ライナが言った途端、再びフェリスは扉へと向きなおり、剣を振ふりかぶると、


「お、おのれシオン・アスタールめ！　これ以上の横おう暴ぼうが許されると思……」


「まあ待てフェリス。おまえ、ライナの全ぜん財ざい産さんで買えるだんごセットと、俺が買えるだんごセット……どっちが多いと思ってるんだ？」


「許してくれライナぁあああああああ！」


　あっさりだった。


　あっさりフェリスの剣は、こちらへと振り下ろされ、


「ぐぎゃああああああああああああ！」


　ライナは泣いた。


　そのまま床ゆかに倒たおれ伏ふす。


　するとそんなライナを嘲あざ笑わらうかのように、悪あく魔まの声が扉の向こう側から響ひびいてきて。


「はっはっは。庶しよ民みんの分ぶん際ざいで国こつ家か権けん力りよくに逆さからおうとは、無む謀ぼうにもほどがあるぞ、ライナ・リュート君」


　それにライナは地面に倒れ伏したまま、うめくように言った。


「うう……この暴ぼう君くんめ……相変わらずむかつき度一〇〇％だな……」


　それにシオンはいつもの爽さわやかな声音で、


「おいおい、こんな爽やか一〇〇％な好青年をつかまえて、むかつくとはなんだ」


「その噓うそくさい爽やかさがむかつくんだよ！」


「えー……そんなにむかつくかー？」


「むかつく」


　ライナがもう一度言うと、シオンは扉の向こうで小さく笑ってから、


「あはは。そうか。でもな、ライナ。ちょっと言っていいか？」


「んぁ？　なに？」


　ライナがそう答えると、扉の向こうでシオンは大きく息を吸すった。


　すーっと息を吸い。


　一度、止まる。


　それから、突然、


「俺のほうがおまえに、よっぽどむかついてんだよっ！」


　怒ど鳴なられた。


　びっくりするほど大きな声で。


　それにライナは思わず、


「…………へ？　って、え？　それって……」


　しかしそれを遮って、シオンが続ける。


「おまえ、いったいどういうつもりで帰ってきたんだ？　魔眼保持者たちをローランドで保護して欲しいからか？　一度は俺を裏切っておいて、いざ俺の力が必要になったら、へらへら笑って戻ってくるのか？　それを俺が許すと思ってるのか？」


　なんてことを言い出して。


「…………」


　それに。


　ライナはなにも言えなくなった。


　その通りだったから。


　とそこで、フェリスが、


「おいシオン。その言い方は……」


　だが、ライナはフェリスを止めた。


「いや、いいよフェリス。本当のことだ。そう、そうだよな……俺は、シオンを利用するために戻ってきたんだ。そりゃ、怒おこるよなぁ」


　しかし。


　そう、ライナが言った途と端たん。


　ドンっと、扉を殴なぐる音がする。


　そして。


「……怒るだ？　俺がか？　おまえに利用されて、俺が怒るだと？　おまえ……ほんとにふざけるなよ……俺がおまえにむかついてるのは、おまえのその態たい度どのせいだって、なぜわからない？」


　シオンの声は、震ふるえていた。かすかに怒いかりのこもった声。


　怒りと、そして悲しみが混まじったような、声。


　そのまま、


「……勝手に思い詰つめて、勝手に俺の元から出ていきやがって……


　なんで思い詰める前に相談しない？　辛いなら辛いって、なんで教えてくれない？　なにが裏切られ続ける僕たちの、心の闇を知らないだ。そんなもん知るか。愚ぐ痴ちがあるなら言えよ。泣きたいなら泣けばいいだろうが。それともなんだ？　悩なやみを話せないくらい、俺らはなんでもない他た人にんなのか？　親友じゃ……なかったのか？　答えてみろライナ・リュート」


　彼は、そう言った。


　それにライナは、今度こそなにも言えなくなる。


　あまりの自分の愚おろかさに。


　自分は化物だから、孤こ独どくなんだと思いこむ。


　差し出されてる手はたくさんあるのに、そのすべてを傷きず付つけて、自分は孤独だと泣き叫ぶ。


　逃げて、逃げて、逃げて。


　そのたびに人を傷付けて。


　あげくに、いつも嫌いや味みで、偉えらそうで、あれほど自じ信しん満まん々まんに笑うシオンが、いまは声が震えるほど怒っていて。


　いったい、さっきまで俺は、なにを考えてたんだ。


　魔眼保持者の化物である自分が、シオンにもう一度受け入れてもらえるだろうか？


　他ほかの魔眼保持者たちを、受け入れてもらえるだろうか？


　相手はあの、シオンなんだぞ？


　馬鹿みたいに人のことばかり考えているあの、英雄王なのだ。


　なら、答えはもう、決まっていたのに。


　だからライナは扉を見つめて、言った。


「……お、おまえ……親友とか、言ってて恥はずかしくないのか？」


　すると扉の向こうからさらに怒ったような声で、


「恥ずかしいに決まってんだろうが！　だから扉に鍵かけてんだよ。面めんと向かってこんなダサイ話、できないだろうが」


「……いや、恥ずかしいならこんな話しないでも……」


　しかしシオンはそれを遮さえぎって、


「そう！　そうだ！　普ふ通つうならしないでもいい話だ。でもどこぞの『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者はこの話ちゃんとしとかないと、すぐ『おまえにも、これ以上迷めい惑わくはかけられないよ』とか言いだして家出を……」


「ちょっと待ってぇええええええ！」


　というライナの悲鳴を無む視しして、今度は横からフェリスが、


「うむ。それどころかこいつは私に、『……俺は…………」


「っておおおおい！　お、おまえ、それ、それ言わない約束だろうが！」


　その言葉にフェリスはライナを見下ろし、


「ん？　約束？」


「ほ、ほら、だんご一億個のやつ」


　すると彼女は一いつ瞬しゆん考え込み、なにかを思い出したようにぽんっと手を打つと。


「ああ、おまえが内臓を売るという、あれか？」


「そう！　それ！」


「……そうか。確かそんな約束をしてたな。すまないシオン。この話はまた後でな」


「後ってなんだよ！」


　ライナが怒鳴ると、扉の向こうのシオンが言った。


「あ～、それってもしかしてあれか？　ルークが報告書に書いてきた『俺は……生きてても……」


「はぐわ!?」


　瞬間、ライナは奇き妙みような悲ひ鳴めいを上げて、死し亡ぼうしたのだった。


　まだ十九歳さいだった……


　しかしさらに悪あく魔まは続ける。


「あとはあれとか、俺はもう感動しちゃったよ。まさかフェリスがあんなこと言うとはねぇ。『おまえが死んだら、寂さびし……」


　が、言葉はそこまで。


　目にも止まらぬ速さで抜ぬき放はなたれた銀ぎん光こうが、執務室の扉を一瞬で細こま切ぎれにしてしまい、扉が破は壊かいされて崩くずれ落ちる。


　しかしフェリスは止まらない。


　さらに扉の向こうに真まっ直すぐに剣を伸のばすと、


「それ以上言ったら殺す」


　冷たい声音で、そう言った。


　それにライナは、


「やっちゃえやっちゃえ！」


　なんて言いながら、扉の外を見た。


　すると。


　扉の向こう側には、一人の男が立っていて。


　この国の、王おう。


　このローランド帝てい国こくの、王の姿すがただ。


　高こう貴きな生まれを感じさせる銀ぎん髪ぱつ。


　決して揺ゆらぐことのない、金きん色いろの鋭するどい瞳ひとみ。


　シオン・アスタール。


　人は彼を、英えい雄ゆう王と呼ぶ。


　暴ぼう君くんだった前王を廃はいし、ローランドを救った英雄王。


　絶ぜつ望ぼうしかなかったローランドに光を灯ともした、救きゆう国こくの君くん主しゆ様だ。


　彼が王ならば、もう大だい丈じよう夫ぶだと誰だれもが思った。


　巷ちまたでは、彼には生まれながらにして王に必要な資し質しつがすべて備そなわっているという。


　知ち性せい、精せい神しん、魅み力りよく、実じつ力りよく、容よう姿し。


　彼こそが、理想の王。


　彼こそが、最高の王だと。


　だが、そんなのは噓うそだ。


　ライナは知っている。


　理想の王どころか、こいつは悪魔なのだ。


　自分には出来ないことなどないと、本気で思っているうぬぼれ屋やで。


　爽さわやかな仮か面めんをかぶって、ライナの嫌いやがることをしては喜ぶ嫌な奴やつで。


　おまけにどんなときでも、嫌味なほど自信満々の顔をしていて。


　シオンは、笑えみを浮うかべる。


　喉のどに突つきつけられた剣を、指で軽くひょいっとどけると、


「ああ、いまのでローランド国内のだんご屋が十軒けん潰つぶれることに決定したけど、確たしかフェリスはだんごが嫌いだったから、気にしないよな？」


「はうっ!?」


　たったそれだけで、フェリスはあまりの衝しよう撃げきに剣を取り落としそうになる。


　だがシオンは止まらない。


　そのまま部屋に入ってくると、今度は床で死んでいるライナを見下ろし、


「あ～まあ、いまのうちに昼寝をしておくのはいいことだね。もうこれからは仕事が忙いそがしすぎて、次に寝るのは五年後なわけだし……」


「って五年も寝なかったら死ぬだろうが！」


　と、ライナが怒鳴るが、シオンはそれに、


「あはは。ご愁しゆう傷しよう様さま♪」


「笑い事じゃねぇえええええええ！」


　だがそんなライナの叫びも、シオンはにこにこ笑って受け流す。


「まあまあ、俺は本気でおまえを五年は寝かせないつもりなんだから、叫ぶだけ無む駄だだって。ちなみにほら、この部屋の机に積んであった書類、見ただろう？　あれ全部、今月中におまえがやらなきゃいけない仕事ね。今日中に目を通しておくように」


　なんて言葉に、ライナは部屋に散さん乱らんしている書類を見る。


　今月中にやる仕事。


　今日中に目を通しておく。


　でも、書類の枚数は……軽く一万枚以上は……


「あ、あんなの、できるわけ……」


　しかしその言葉も遮られて、シオンがあっさり言う。


「できるよ。だって、おまえが今月中にちゃんとあの書類の仕事全部こなせたら、さっきのだんご屋十軒が救われちゃうんだぜ？　俄が然ぜんやる気が出てきただろう？」


　途と端たん、フェリスが急に元気になり、


「燃もえてきたぁ！」


「って俺関係ねぇえええええええええ！」
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　だが、そんな悲鳴は誰にも届かない。


　あ、悪魔だ……


　そう思った。


　なにが理想の王だ。


　なにが完かん全ぜん無む欠けつの王だ。


　みんな騙だまされてるのだ。


　こいつは。


　こいつは……


　が、そこで突然、


「……よかった」


　悪魔が言った。


　それにライナは、シオンを見る。


　するとなぜか、彼はさっきまでとはまるで違う、少し悲しげな、自信のなさそうな微び笑しようを浮かべていて。


「……おかえり、二人とも。帰ってきてくれて、ほんとによかった……」


　弱々しい、声。


　それにライナは、うんざりする。


　本当に、こいつのどこが理想の王なんだよと、心の中で毒どくづく。


　こんな弱っちい、いまにも泣きそうな顔で。


　忌いみ嫌きらわれる『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』の化物を迎むかえ入れたあげく、帰ってきてくれて、よかっただなんて……


　馬ば鹿かすぎる。こんな馬鹿じゃ、とても国なんか治おさめられないんじゃないかと、心配になる。


　だから、


「…………」


　ライナは、シオンから顔をそむけた。


　自分が、そんな馬鹿と同じような顔をしてるのを、見られたくなかったから。


　そのまま、


「……また、迷惑を……」


　だが、シオンがすぐにそれを遮る。


「いいよ」


「…………」


「いいよ」


　この馬鹿は、二回もそう言った。


　だからライナは顔をあげないまま、


「じゃあ……またやっかいになるよ」


　するとシオンは再び、いつもの自信に溢あふれる声に戻って、


「ああ。おかえり、ローランドへ」


　そう言った。



























　第二章　覚かく　醒せい












　そして世界はまるで、バラ色に染そまっていくかのように、平和になっていった。


　誰だれもが笑う。


　突とつ然ぜん訪おとずれた幸しあわせな日々に、誰もが歓かん喜きの声を上げる。


　それはなんて素す晴ばらしいんだろう。


　それはなんて幸こう福ふくなんだろう。


　まるで夢ゆめでも見ているようだ。


　誰も泣かない。


　誰も傷きずつかない。


　本当に、完かん璧ぺきな世界。


　完全な世界。


　そう。


　それは。


　あまりに完璧過すぎて、ちょっとでも触ふれれば、壊こわれてしまいそうなほど。


　その上で、みんなが笑っている。


　私の大切な人たちが、みんな笑っている。


　ルークが。


　リーレが。


　ラッハが。


　ムーが。


　ミラー少しよう佐さも……ううん。それだけじゃない。いつも厳きびしいお養と父う様さまも、私のことが大だい嫌きらいなお養か母あ様さまも、それに本当は優やさしい私の姉し妹まい……エイミ姉ねえ様さま。ナルア様も……


　私の大切な人たち、みんなが笑っている。


　大だい丈じよう夫ぶ。


　この世界はこれからもっともっと、よくなっていくんだから。


　もう、かつての狂くるった時代に戻もどることはないんだから。


　英えい雄ゆう王おうシオン・アスタール様の下もと、この国はついに、完全なものとなったのだから。


「…………でも、なら」


　私は言った。


「…………ならどうして」


　周囲を見回して、私は言った。


「どうしてここは……こんなにも、真まっ暗くらなの？」


　しかしその声は、私を取り囲む闇やみが吸すい取って、かき消えてしまう。


　それに私は震ふるえる。


　それに私は震える。


　孤こ独どくに。


　恐きよう怖ふに。


　絶ぜつ望ぼうに…………そう。そうだ。この闇は、絶望だ。


　ふいに私はそれに気が付いた。


　私を取り囲んでいるのは、絶望。


　でも、これは誰の絶望？


　私のじゃない。


　それはわかる。


　私は……私には、家族がいる。ルークや、リーレや、ラッハや、ムー……笑いかけてくれる、家族がいる。


　孤独なんかじゃない。


　恐怖なんか感じない。


　なら、ならこの、私を包んでいる絶望は……


「…………」


　と、そこで。


　闇の向こう。


「…………うっ。あ……う……」


　深い、闇の向こうから、誰かの泣き声が響ひびいてきて。


「……この声は……」


　この声は、誰の声だっけ？


　ひどく、なつかしい。


　なぜか、とても愛いとしい声。


　そして私は思い出す。


　そうだ。私はこの声を聞くためだけに、生きてきたのだ。


　彼かれとともに生きるため。


　たった一人で孤独に震えている彼。


　化ばけ物ものと呼よばれ、絶望にうちひしがれている彼のそばにいくために、生きてきたんだった。


　そこでやっと、私は気づく。


　いま、私の周まわりを取り囲んでいるのは、彼の絶望だ。


　彼の心に巣すくう闇。


　私はその中にいる。


　なら、私は……


「ま、待ってね！　いま、いまそばにいくから、ライナ！」


　そして私は走り出す。


　闇の中、必死に走り出す。


　でも、走っても走っても彼との距きよ離りが縮ちぢまらない。


「なんで!?」


　私は走る。なのに、走れば走るほど、彼はどんどん、どんどん遠くへ離はなれていってしまって。


「ま、待ってよライナ。私を……私を置いていかないでよ」


　私は泣きたくなる。


　どうしてライナは逃にげるの？


　私は、ライナに逢あうためだけに生きてきたのに。


　どうして私の手はいつも、彼に届とどかないの？


「……どうして」


　私は強く、手を握にぎりしめた。爪つめが、手の平に食くい込こむほど、強く。


　しかし。


「……あれ？」


　そこで私は、奇き妙みようなことに気づく。


　手の平に爪を突つき立てたのに、まるで痛みがなかったのだ。


　それを不ふ思し議ぎに思って、私は自分の手を見た。


　しかしそこでも奇妙なことが起きる。


　手が。


　自分の手が、見えないのだ。


「……これは……」


　私は、考え込むように腕うで組ぐみをした。


　いや、実じつ際さいには自分の手どころか、体すらも見えないから、腕組みをしたような気分になっているだけかもしれないが……


　とにかく。


　考えを巡めぐらせ始める。


　いったい、ここはどこで、自分になにが起こっているのか？


「…………」


　心当たりはあった。


　私はあらためて、周囲を見回す。


　この、闇。


　もしかしてこれは、


「……私の、夢ゆめ？」


　なら一度、目を覚さまそう。


　夢と自じ覚かくできたなら、起きることができるはずだ。


　だから私は目を覚まそうとした。


「えっと……起きまーす！」


　なんて、叫んでみる。


「…………」


　だが、闇は揺ゆらがない。


「目を覚ませ、私！」


「…………」


「朝あさご飯はんは、カレーだよ!!」


「…………」


「遅ち刻こくしたら、ミラー少しよう佐さのあのしぶーい顔で、また怒おこられちゃ……」


　なんて言いかけて、実じつ際さいにミラー少佐がしぶーい顔で怒っているのを想像してしまって、


「……あうう」


　怖こわくなって思わずうめいた。


　しかし、なにをしても目を覚ますことができない。


　でも、そんなことはありえなかった。


　どんなに疲つかれていても、徹てつ夜やしていても、起きようと思えば、起きられるはずなのだ。


　子こ供どものころから、そう訓くん練れんされている。


　なら、いま私に起きている事じ態たいは、いったいなんなのか？


「…………もしかして、魔ま法ほう？　これは眠ねむりの魔法なの？　そして私は、拘こう束そくされている……」


　おそらく、そうだ。


　取り囲む闇。


　そして、自分には自分の姿すがたが見えない。


　それは、強きよう制せい睡すい眠みんの魔法『夕やく白し』をかけられたものの特とく徴ちようだ。


　夢の外の世界にいる私は、寝ている……というよりも、仮か死ししているような状じよう態たいになっているはずだ。


　心しん臓ぞうすら、止まる。


　主おもに大量の捕ほ虜りよや、人体実験をするための人間を、抵てい抗こうさせずに監かん禁きん……保ほ存ぞんするための魔法なのだが。


　しかしこの魔法には問題があって、三割の確かく率りつで、この魔法をかけられた者は死ぬのだ。


　十人にかけたら、三人は死ぬ。


　でも、かつてのローランドはそんなことは気にしなかった。


『十人中、七人も生きていれば、捕虜の数は足りる……』


　ミルクの魔ま導どう学がくの教師は、確たしかそう言っていた。


　当然こんな魔法は、シオン・アスタールがこの国の王になったときに禁きん呪じゆにされたのだが……


「……その禁呪を、私はかけられている……」


　でも誰に？


　とそこで、私の頭に映えい像ぞうが浮うかぶ。


　夕ゆう暮ぐれの空が、夜へと移ろうとしていく映像。


　ああ、確かこれは、ライナがローランドに帰ってきたという情じよう報ほうが入って、私たちもローランドに戻ったときのことだ。


『忌いみ破やぶり』追つい撃げき隊たいの官かん舎しやへいって、ミラー少佐に報告して、でもその間、私はずっと、ぼーっとしていた。


　ライナのこと。


　そしてこの国のこと。


　私があまりに馬ば鹿かすぎて、気づくべきなのに、まるで気づいていなかったいろいろなことにやっと気づいて。


「…………」


　でも、だからあのとき、私はヘマをしたんだ。


『忌いみ破やぶり』追撃隊官舎からの帰り道。


　夜。


　闇が訪おとずれる。


　私はそのとき、こんなことを考えていた。


　ひどく、暗い。


　この国の未来が、ひどく……暗いって。


　なぜかそんなことを考えていた。


　どんどん、どんどん、闇が膨ふくれていく。


　でも誰も、それを止めることはできないのだ。


　日が落ちて、夜がくるのを誰も止めることができないように。


　闇が、膨れていく。


　そしてその闇は形をなした。


　黒い、獣けものの姿へと。


　私の目の前。


　その闇の獣を引き連つれて、漆しつ黒こくの長い髪かみと、まるで悪あく魔まのような冷たい瞳ひとみを持った男が現あらわれて。


　その男が言った。


「さて……お迎むかえにまいりましたよ、ミルク・カラード中ちゆう尉い。少し、ご一いつ緒しよしていただきましょうか。ここから、すべてを始めましょう」


　そのとき、私はすぐに逃にげるべきだった。


　だが、動けなかった。


　獣が襲おそいかかってくる。


　しかし私はまるで抵てい抗こうしないまま、


「……うう……そっからの記き憶おくがない……」


　ってことは、おそらく私はそこで気き絶ぜつさせられて、さらにそのまま、強制睡眠の魔法『夕やく白し』をかけられたということになる。


「うむむむ～」


　私は腕組みして、うめいた。


　これは、すごく困こまったぞ。


　どうやらあの悪魔みたいな妙みような男に、私は捕とらえられてしまったのだ。


　そして眠りの魔法をかけられて、人ひと質じちになってしまった。


「……でも、いったい誰への人質？」


　私を誘ゆう拐かいして困るのは、誰だろう。


　ルークたち？


　と思った瞬しゆん間かん、暗い気持ちになる。


　ああもう、きっとルークたちはすごい心配してる。早く帰らないと……


　でもこの魔法は、三人以上の術じゆつ師しが、複ふく雑ざつな魔ま方ほう陣じんを使用して発動する強力な魔法なのだ。とても私一人の力では解かい呪じゆすることができない。


　この魔法を独どく力りよくで解呪できるのは、きっと、彼くらいだろう。


　あの孤こ児じ院いんで、ずっと天才と呼ばれていた、ライナ・リュートだけ。


　彼の、魔法をすべて見み透すかしてしまう『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』があれば、あるいは自力でこの牢ろう獄ごくから抜ぬけ出すこともできるかもしれないけど。


「私には……とても無む理りだなぁ」


　私は暗くや闇やみを見回して、ため息いきをつく。


「……やっぱりライナはすごいなぁ……」


　でも、そんな弱よわ音ねばかりも吐はいてられない。


　どうにもできないのなら、できないなりに準じゆん備びをしておかないと。


　私はなぜ殺されずに、強制睡眠の魔法をかけられているのか……？


　その状じよう況きようがわかってないと、次に目を覚ましたときに、的てき確かくに動くことができないし。


「どうして私は、捕つかまったんだろ？」


　さっきも考えたが、やっぱり誰かへの人質として捕まったという考えが、一番妥だ当とうだと思う。


　でも、誰のための人質？


　可か能のう性せいとしては……


　ルークたち。


　ミラー少佐。


　もしくは……


「…………」


　もしくは、ライナ？


　だがそこで、私は力なく首を振ふった。


「……なんて……まさか私なんかが、ライナにとっての人質になんか……なれるわけないか……それでなくてもライナとはもう、ここのところずっと……逢あってもいないんだもんね……」


　そしてふいに、嫌いやなことを思い出してしまう。


　ライナのそばにいつもいる、金きん髪ぱつの美人のこと。


　すごく綺き麗れいで、私が持ってないものをたくさん持っている人で。


　そしてその人にライナは……何度も笑いかけてた。


「…………」


　ライナは、彼女に何度も笑いかけてたのだ。


　彼の、あんな顔を、私は知らない。


　少なくともあの孤児院で、私は彼に、あんな顔をさせることはできなかった。


「……ライナは…………あの女ひ性とのことを、好きなのかな……？」


　そう思った瞬しゆん間かん、急に胸むねが痛くなって、私は胸をぎゅっと押おさえる。
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　でも、ここは夢ゆめの中だから、強く胸を押さえても、まるで痛みはなくて。


　胸の奥おくは痛いのに、爪つめを立てても、全然痛くない。


　どうせ痛みを消すなら、この胸の奥の痛みも消してくれればいいのに……


「……うう～苦しいなぁ～」


　また、泣きそうになる。


　別にいいのに。


　ライナが笑うなら、私はそれでいいのに。


　彼が生きていただけで、嬉うれしかったのに。


「ううう……私ってば、ほんとはすっごく欲よく張ばりなのかな……？　こんなんじゃ……ルークたちに、幻げん滅めつされちゃうよね」


　でもそこで、ルークの笑え顔がおが浮うかぶ。


　リーレや、ラッハや、ムーの顔が頭に浮かんで……


　そんなわけないじゃないですかって、いつもみたいに優やさしく言ってくれる。


『ミルク隊長はいい子ですよ』


「……うん」


『大だい丈じよう夫ぶ。私たちは、いつもあなたの味方です。あなたは、私たちの家族なんですから』


「うん。私も……私もそう思ってるよ」


　本当だ。


　彼らのためなら、私はきっと、死ぬことができる。


　やっとできた家族。


　安心して、帰ることができる場所。


　彼らはそれを作ってくれた。


　あの孤児院にいたみんなは、泣きながら、叫さけびながら、死んでいったのに。


　私は生きることを一度あきらめて、なのにライナが生きる理由をくれて、ルークたちが、生きる場所をくれた。


　本当はあのとき死んでいたはずの私が、いまはこうして生きてるのだ。


　生きていたいと叫んだ人が死んで、私みたいに一度生きることをあきらめた人間が、こうしてまた、生きるチャンスをもらってる。


　なんて、幸しあわせ者ものなんだろう。


　これ以上いったい、なにを望む？


　これ以上、なにを欲ほしがる？


　ライナが。


　ずっと好きで、憧あこがれてて、探さがし続けてたライナが。


　私のほうを見て、笑ってくれなくたって……


　そんな。


「……欲よく張ばっちゃ、ダメだよ……」


　声が震ふるえた。


　ここが夢の中でよかった。


　涙なみだが溢あふれても、誰にも見られないですむ。


　私が笑ってないと、みんなが心配するもんね。


　私はこう見えても、隊長なんだから。


　ちょっと頼たよりなくて、ルークたちには迷めい惑わくばっかりかけてるけど。


　でも、隊長なんだ。


　しっかりしなきゃ。


　私は、小さく息を吸すった。


　そして、自分に言い聞かせるように言う。


「……うん……しっかりしよう。きっとルークたちが待ってる。やれることは、ちゃんとやらなきゃ」


　たとえライナが微ほほ笑えんでくれなくたって、私にはもう、帰る場所があるんだから……


「……がんばらなくちゃ」


　再ふたたび私は、思考を巡めぐらせ始める。


　私が捕とらえられたとき、あの男……黒くろ髪かみの、悪魔みたいに冷たい顔で笑う男がなんと言っていたか、もう一度思い出してみる。


『さて……お迎むかえにまいりましたよ、ミルク・カラード中尉。少し、ご一いつ緒しよしていただきましょうか。ここから、すべてを始めましょう』


　男はそう言った。


　それに、


「ここから、すべてを始めましょう……？　って、どういうことだろう？」


　私は首をかしげる。


　いったい、なにを始めるの？


　私は……なにを始めるための、人質？


　正直なところをいえば、ルークやミラー少佐への人質には、ならないと思う。


　だってあの二人は、すごく頭がいいのだ。


　私なんかとは違ちがって、冷れい静せいで、賢かしこくて、きっと、どうしてもだめなら、私を切ることもできる。


　あの二人は、私と違って全体をきちんと見れる人だから。


　彼らはきっと、私のために死んでくれる。でも、もしも私が人質になることによって、『忌いみ破やぶり』追つい撃げき隊たい全体が危き機きに陥おちいるような事じ態たいになれば、彼らは私の奪だつ回かいをちゃんとあきらめてくれるだろう。


　だから、そのことについては、私は安心していられる。


　なら、私を人質にすることによって得えられるメリットはいったいなんだろう？


　誰が困る？


　いったい……私の存そん在ざいは……


　と、そこでまた。


「……う……あ……」


　声が上がる。


　闇の向こうだ。


「……ライナ」


　私は、彼の名前を呼ぶ。


　でも、もう手を伸のばさない。この夢の中ではもう、届とどかないと知ってるから。


　そう。


　ここは夢の中なのだ。


　手を伸ばしたって、彼に手が届くはずがない。


　現げん実じつの世界でだって……彼はあんなにも遠いのに……


「……なんちゃって……あはは」


　乾かわいた笑い声。


　それに、私はほんとに、弱いなぁと悲しく……ってだめだ。


　こんなふうに立ち止まってる暇ひまはないのに。ちゃんと考えて前に進まないと。


「……うん。よし」


　私は顔を、ぱんっとたたく。しかしやはり、まるで感かん触しよくがないけど。でも、気にしない。


　そのまま思考を進めた。


　私の……存そん在ざい理由。


　確かそれに気づいたところで、私は捕らえられてしまったのだ。


　私は、なぜ急に、中尉なんていう階かい級きゆうを与あたえられ、『忌いみ破やぶり』の隊長の任につかされたのか？


　そしてどうして、ずっと探し続けていたライナを追う任にん務むを、与えてもらえたのか？


　すべては偶ぐう然ぜん？


　そんなはずない。


　そんなはず……


　じゃあ、どうして？


　その答えは、もう出ている。


　私は。


「……私は……シオン・アスタールが用意した……ライナをこの国に繫つなぎ止めておくための、人質だったんだ」


　だからライナは、私に会っても私のことを知らないフリをした。


　私を、自分がいる場所に巻まき込こまないために。


「……でもじゃあ、なぜ陛へい下かはそんなことをするの？　どうしてライナを引き止めるために、人質まで取らなきゃいけないの？」


　私は思い出す。


　シオン・アスタールの姿を。


　数回会ったことがあるだけだけど、彼はいつも完かん璧ぺきだった。


　優やさしい微ほほ笑えみに、気け高だかい眼まな差ざし。


　ローランドを救った、英えい雄ゆう王おうの姿。


　そして誰もが期き待たいする。


　彼なら、この国を変えることができると。


　誰もが期待する。


　彼なら、誰も泣かない、誰も傷つかない、完璧な世界を作れると。


　だって彼はまったく粗あらのない、完全無欠の王様なんだから。


「……でも……そんなはずないのに」


　完璧なものなど、この世には存在しないのに。


　誰だって一つや二つ、傷を持っているのだ。触ふれられたくない傷。触れられれば、すぐにすべてが崩くずれてしまうような、深い傷。


　そんなの、自分を見ればすぐにわかること。


　自分についている傷。


　あまりに深くて、誰にも見られたくなくて、でも、それでも、誰かにそれを触れて欲しい。


　人は独ひとりじゃ生きられないから……


　自分についている暗く、深く、あまりに醜みにくい傷を、誰かに触れて、そしてそれでも君は大切なんだ。君を愛してるんだと、そう言って欲しい。


　誰だって……誰だってそうなのに。


　彼らは完璧だから、それに気づかない。


　かつて天才と呼ばれた殺人機マシ械ーン。


　誰もが望んだ、英雄王。


　誰よりも深い傷を負おっているのに、彼らはそれを感じていないかのように笑う。


　そしてまったく傷のない、誰もが笑って暮くらせる国を作るのだ。


　少し触れれば。


　一いつ瞬しゆんで崩ほう壊かいしてしまうほど脆もろい、完璧な国を。


「…………」


　シオン・アスタールは、ライナ・リュートをこの国に引き止めておくために、私を人質に取った。


　でもそれはすごく、


「……病やんでる……」


　私はそう思った。


　あの、優しい微び笑しようの奥で、彼はいったい、なにを思っているのだろう？


　シオン・アスタールの、強い意志がこめられた金色の瞳ひとみの奥。


　崩れることのない、完璧な仮か面めん。


　あの、完全無欠の王様の奥にある闇はいったい……


　なにを映しているの？


　と──


　闇の奥。


「……うあ……あああ……っ……」


　また、嗚お咽えつが漏もれる。


　ライナがまた、泣いている。


　助けなきゃ。


　そう思った。


　私が。


　私が彼を。


　私がライナを……シオン・アスタールから助けなきゃ。


「待っててライナ」


　私は、走り出した。


　すると今度は、距きよ離りが縮ちぢまる。


　闇の中、うずくまっている彼の元へと、私は走る。


「待ってて。いまいくから。待ってて」


　必死に私は走る。


　少しずつ、少しずつ、ライナとの距離をつめていく。


　やがて彼の背中の、すぐ後ろにたどりついて。


「き、きたよ。私……私ライナのそばに……も、もう独りにしないから。だから、泣か……」


　が、そこで彼は振り返る。


　しかし。


　それはライナじゃなかった。


　そこにいたのは、子こ供どもで。


　泣きじゃくる、小さな子供。


　でもその姿には、見み覚おぼえがあった。


　ぼさぼさに乱みだれた銀色の髪。


　涙なみだでぐちゃぐちゃの、金色の瞳。


　シオンだ。


　シオン・アスタール……


　私はそれに、動けなくなる。


　すると彼はこちらを見つめ……言った。


　まるで自信の欠かけ片らもない、いまにも壊こわれてしまいそうな声音で。


「…………もう……僕ぼくはもう……死にたいんだ……」


　それに私は……


　私は。





　　　　　◆





　意い識しきが飛ぶ。





　意識が飛ぶ。





　暗くら闇やみが弾はじけて消える。





　そして。





　彼女は。


　ミルク・カラードは……目を覚ました。


「…………きた」


　瞬間、彼女は全身を緊きん張ちようさせる。


　目を覚ます……つまり、魔ま法ほうが解とかれたのだ。


　まだ、状じよう況きようの把は握あくはできていないが……自分が人ひと質じちである限り、一瞬のミスが命取りになるのは間ま違ちがいない。


　頭を、頭を働かせないと……


　とそこで、


『……もう。僕はもう死にたいんだ……』


　突とつ如じよ、さっきのシオンの声が頭の中に響ひびいて、


「…………ぐっ」


　ミルクは、思わずうめいた。


　違う。


　いまはあんな夢ゆめの中の出来事なんかに、振ふり回されてる場合じゃないのだ。


　現げん実じつの……現実の、いまおかれている状況を確かく認にんしないと。


　敵てきは……敵は周囲にいるの？


　確たしか強きよう制せい睡すい眠みんの魔法『夕やく白し』は、解かい呪じゆしても被ひ術じゆつ者しやは数時間目を覚まさない。ということは、誰かの監かん視しの元、目を覚ますのを待たれていたはずだ。


　なら、ミルクにもチャンスはあるかもしれない。


　あの黒い獣けものを連れた悪魔のような男にはまるで歯はが立たなかったが……もしも一いつ般ぱん兵へいがミルクが目を覚ますまでの見張り役として立てられていたなら、なんとかなるかもしれないのだ。


「……甘あまい考え方だけど……」


　いや、ありえないと言っていいほどの、甘い考えだ。


　あの悪魔のような男はミルクのことを、ミルク・カラード中尉と言った。


　名前と、そしてミルクの階級を知っていた。


　ならあいつは、彼女の実力を知っているのだ。


　柔やわらかい亜あ麻ま色いろの髪かみに、童どう顔がん小こ柄がらでくりくりお目目。


　年ねん齢れいだけならすでに十六歳さいになるが、見た目はまだ十二、三歳と間ま違ちがえられることもある。


　だから大たい抵ていの敵は彼女をなめてかかってくれて、そこにつけ込んで、いままでは自分よりも実力が上の相手を倒たおすこともできたが……


　今回の相手は。


　出会うなり、ミルクにまったくなにもさせずにすべてを終わらせた。


　圧あつ倒とう的てきな力でミルクを昏こん倒とうさせ、そしてミルクが目覚めるのも待たずに、強制睡眠の魔法をかけた。


　勝ち誇ほこったり、女とみれば無む闇やみに暴ぼう行こうしたりするようなタイプじゃない。


　ただ、淡たん々たんと計画をするタイプ。


　まったく隙すきのない、嫌いやなタイプだ。


　そんな相手が、ミルクより弱い見張り役を立てるだろうか？


　ありえない。


　ありえない話だ。


　でも。


「……でもだからってあきらめたら、そこで終わりだもん……」


　あがかなきゃ。


　きっと、ルークたちはいまも心配してる。


　ただ問題は……


　どれくらいの期き間かん、眠っていたかということ。


　人質を拘こう束そくするためだけの、魔法による特とく殊しゆな仮か死し状じよう態たいだから、ただ寝ねたきりになっているよりは筋きん肉にくや体の衰おとろえはないけれど……数年の間監かん禁きんされ、眠っていたのなら、それでも体は動かなくなる。


　動けなければ、逃にげるどころじゃない。


「……監禁された期間が、数か月程てい度どまでならいいんだけど……」


　でも、すぐに体が動くかどうかを実験してみるわけにはいかない。すぐそばに、見張りがいるかもしれないのだ。


　目を開くことだって、できない。


　だからまず、ミルクは薄うすく、わからない程てい度どに目を開いた。


　見えたのは、天てん井じよう。


　壁かべには安っぽい白い壁かべ紙がみ。


　どうも、牢ろう屋やの中ではなさそうだった。


　牢屋というよりは、普ふ通つうの部へ屋や。それも、それほど広くなさそう。


　そして周囲に人は……


「…………」


　いた。


　天井を見上げているせいでよくは確かく認にんできないが、ミルクが寝かされている場所の、すぐ隣となりに人がいる。


　なにやら熱心に本を読んでいるようなのだが、なにを読んでいるのかもわからない。


　とにかく、見張りがいる。


　それも、こんなそばにいるのに、いまのいままで気け配はいを感じとることができなかったのだ。


　それでこの見張りの力りき量りようがわかる。


　もしくは、それほど自分の感覚が鈍にぶってしまったのだろうか？


　どちらにせよこれは、


（まずいなぁ……あうう）


　ミルクは心の中で、うめいた。


　この見張りを倒たおすのは、かなり厳きびしそうだ。逃げるだけならなんとかできるかもしれないけど……


　でもそれだって、この部屋についている見張りがこの人だけなら、という条じよう件けんだ。


　他ほかにも見張りがいたら……それで終わり。


　ならどうしよう？


　このまま寝たふりをして、逃げ出せるチャンスがくるのを待ったほうがいいだろうか？


「…………」


　ミルクはそう考えてみて、心の中で否ひ定ていした。


　だって、このままここに、ずっと捕つかまっているわけにはいかないのだ。


　魔法が解とかれ、起こされたということは、いよいよ人質として使われるということなのだから。


　そうなれば、誰だれかに迷めい惑わくがかかる。


　誰かはわからないけれど。


　でも、ずっとここにいるわけにはいかない。


　利用される前に、逃げ出すか……


　もしくは、殺される必要がある。


「…………」


　だから、彼女は決けつ断だんした。


　もう一度ミルクは全身に力をこめる。


　指、手、足、お腹なか、体に神しん経けいがきちんと通っているかを、確かめる。


（…………動け）


　心の中で、そう念ねんじる。


（……動いて）


　反はん応のうは、鈍にぶかった。


　しかし、まったく反応がないわけじゃない。


　だから、


（動いてっ！）


　ミルクが心の中で叫ぶと、体が目を覚ましたのを感じた。失なくなっていた筋きん肉にくと神経が、繫つながったような感覚。


　大だい丈じよう夫ぶ。


　ちゃんと動く。


　となるとたぶん、寝てたのは数か月くらいだろう。


　もちろん、すぐには以前ほどの動きは取り戻せないだろうけど……


　でも、この体でなんとか、この場を脱だつ出しゆつする必要があるのだ。


　左隣にいる見張りは、まだミルクが目を覚ましたことに気づいていない。


　やるなら、いまだ。


　ミルクは、頭の中に、起きあがってからの動きをシミュレートした。


　まず目を開ける。


　次に体を跳はね起こし、すぐさま左腕で見張りの口を押さえる。


　そして右手……相手を気き絶ぜつさせるか、殴なぐるか、首を絞しめるか……それは、相手の力量次し第だいだ。なんとか気絶させることができればいいけど……


　もし相手のほうが圧あつ倒とう的てきに実力が上なら、なんとかダメージを与えて、逃げる時間を稼かせがないと。


　とにかく。


「……すうっ」


　なるべく、音が立たないようにミルクは息を吸すった。


　全身の筋肉に、酸さん素そを送り込む。


　そして、


「はっ!!」


　強く吐はき出すと同時、彼女は跳ね起きた。


　そのまま左手で本を読んでいる見張りの口を塞ふさごうとして……


「…………」


　ミルクは。


　しかし。


　絶望した。


　やはり見張りは、一人じゃなかったのだ。


　いや、一人どころか、部屋の中に、四人もいた。


　それでもミルクは拳こぶしを振ふり上げ、見張りに殴なぐりかかろうとするが……


　向こうのほうが、速い。


　最初にミルクが目を覚ましたことに気づいたのは、見張りの後ろにいた男。


　いや、少年と言ったほうがいいだろうか？　ミルクよりも少しだけ年上という感じの、幼おさなさが残るとぼけた感じの少年が、起きあがった彼女を見るなり、なぜか泣きそうな顔になり、


「み、み、み、ミルク隊長が起きたぁああああああああああああああ！」


「って、うそ……ムー!?」


　ミルクが叫ぶと同時、ムーはミルクへと飛びかかってこようとして。


　しかし。


　その横からムーと同おない年ぐらいの、勝ち気そうな少年が、ムーを蹴けり飛ばしてから、


「馬ば鹿かおまえ！　隊長は病やみ上がりなんだぞ！　飛びかかってどうするんだよ！」


「ラッハ!?」


　ミルクがやはり驚おどろいてそう声をかけると、彼はこちらを向く。するとこちらもなぜか、いまにも涙を流しそうな勢いきおいで、体を震ふるわせる。


「……あ……ああもう……くそ……生きてて……生きててくれてよかった……俺……俺もうだめかと……ミルク隊長おおおおおお！」


　そして、ラッハもこちらに飛びついてこようとしたところで。


「こら！」


　その頭を後ろから、冷れい静せいな雰ふん囲い気きを持った、端たん整せいな顔だちの男がパンっとはたいて落とす。


「まったくラッハは……自分で隊長は病み上がりだから、騒さわいじゃだめだと言ったんでしょう？　隊長は疲つかれてるんだから、少し静しずかにしなさい」


　その顔も、ミルクはよく見知っていた。


「……リーレ」


　彼女が彼の名前を呼ぶと、彼はこちらを見る。


「……どこか、調子の悪いところはありませんか？」


　それにミルクが首を振ふると、彼はほっとしたような表ひよう情じようになって、


「……そうですか。それはよかった」


　微ほほ笑えんだ。


　そして。


　最後にミルクのすぐ目の前。


　見張りだと思っていた男が、『子こ供どもの元気は、早起きから生まれる』なんていうタイトルの本から顔を上げて。


　当然その顔も、ミルクは知っている。


　ルークだ。


　ルーク・スタッカート。


　ひょろりと背が高くて、まだ二十五歳なのに髪の毛が全部白くて、いつも、部隊のみんなを見守ってるような優やさしい顔をしている男が、ミルクのほうを見る。


　やはりいつもの子供を甘やかすような温おん和わな顔で、


「……もう～。すごい寝ね坊ぼうですよ、お姫ひめ様さま」


　その、声に。


「……あ」


　その、穏おだやかな声に、ミルクの全身から、一気に力が抜けてしまった。


　ルークの声を聞いた瞬間、いままでずっと張りつめていた心の糸が、解けてしまったのだ。


　ほんのいまのいままで、死すら覚かく悟ごしていたのに。


　彼が笑うだけで、急に空気が温あたたかいものに変わってしまって、戸と惑まどう。
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「……わ、私は……で、でも……いったい、どうして……わ、私人質に……」


　するとルークは、ミルクの頭に手をぽんっとのせ、


「大丈夫」


　彼女の頭をなでながら、微笑んだ。


　やはりまるで、幼おさない子供でもあやすような優しい微笑み。


　その微笑みを見るだけで、もう、大丈夫なんだと、そう思えた。


　帰ってきたんだ。


　もう、なにも心配する必要はないんだって。


　でも。


「だ、だけど……あのあの……私は……」


　だが、ルークはまた遮さえぎってくる。


「大丈夫です。もうなにも心配いりません」


「あ……うん。あの、でもね……」


「さささ、久ひさしぶりの再さい会かいです。今日きようはもう、隊長の好きなものを、何でも作りますよ！　夕ゆう飯はん、なにが食べたいですか？」


「いやだから……」


　が、今度は後ろからムーが急に手を高く上げてジャンプしながら、


「はい！　はいはーい！　僕ぼくね、僕カレー食べたい!!」


　続いてラッハが、


「おまえの食いたいもんなんか聞いてねぇんだよ！」


「えー!?　じゃあラッハはカレー食べたくないのかよー？」


「…………………………いや、俺もカレーは食いたいけどさ……」


「ほらほら、やっぱパーティーといえばカレーだって！　カレーパーティー！」


　それにルークは苦く笑しようしながら、


「まったく、仕方ないなおまえらは……じゃあ、カレーも作るとして、ミルク隊長はなにが食べ……」


　が、それをさらに、困ったような顔でリーレが後ろから遮る。


「もう、仕方ないのはルーク先せん輩ぱいも同じですよ。病やみ上がりの隊長に、いきなりカレーなんか食べさせられるわけないでしょう？　パーティーも禁止。お粥かゆを食べて、隊長は今日は外出しないでゆっくり休むこと」


　するとラッハとムーがあからさまにがっかりしたような顔で、


『え──────────!?』


　なんて叫ぶから、ミルクは思わず吹ふき出してしまった。


「あは……んもう、みんなちっとも変わらないんだから……」


　それにルークが申し訳わけなさそうな顔で、


「ああ、これは……考えつかなかった……そうですね。いきなりカレーは、まずいよなぁ……」


　その言葉にリーレが、


「もう、しっかりしてくださいよルーク先輩」


　続いてラッハとムーが悪いた戯ずらっぽい笑みを浮かべ、顔を見合わせてから、


『そうそう。まったく、しっかりしてくださいよ！』


「おまえらに言われたくない！」


　ルークが怒る。


　それにみんなが笑うから、ミルクも思わず笑ってしまう。


　そう。


　すべてはいつもどおり。


　戻ってきたのだ。


　ミルクはルークたちを眺ながめながら、思った。


　自分は……自分は本当に、なんて恵めぐまれてるんだろう。


　こうしてみんなのところに帰ってくれば、なにも悩なやむ必要がないのだ。


　もう大丈夫。


　なに一つ、変わらない。


　みんなは優しく笑いかけてくれて。


　そして。


「…………」


　いったい、なにがあったのか？


　そのミルクの質問を無む理り矢や理り遮って、まるで何事もなかったかのように、笑い話に変えてくれる。


　なにかが起こったのは、間ま違ちがいないのに。


　ここで。


　このローランドで、なにかが起こってるのは間違いないのにっ！


　ミルクは、ルークたちを見つめ、


「……ねえ」


　だがすぐに、ルークが首を振る。


「……大丈夫。本当に、すべて終わりましたから。ですから今日だけは……ゆっくりしましょう。隊長の体も心配ですし……ね？」


「…………」


　ミルクはそれに、黙だまる。


　今日だけは……


　ルークはそう言った。


　なら、明あし日たには教えてくれるのだろうか？


「…………」


　無理だ。


　もしその、ミルクの知らない真実を知ることが、ミルクにとって危き険けんなことならば、彼は決してそれを教えてくれることはないだろう。


　いや、そもそもルークは、どこまで知ってるのだろう？


　このローランドで、なにが起きてるのか？


　ミルクを……いや、ライナや、シオンを中心にして、いったいなにが起きているのかを……彼はどこまで知っているのだろうか？


「むむ～」


　ミルクは、考えを巡めぐらせはじめる。


　だが、その思考を遮るようにしてルークは自分の腕をぽんっとたたくと、


「よおし！　じゃあ今日は腕によりをかけて、とびっきり美お味いしいお粥かゆを作っちゃおうかな！」


　だがラッハはそれにげんなりと、


「え～俺お粥嫌きらい～」


　するとムーが驚おどろいたような顔で、


「ええ～？　ラッハってばお粥嫌いなの？　なんでなんで？」


「だってなんかくにゃくにゃしてて、食った気しねぇんだもん」


「じゃあさ、じゃあさ、お粥にカレーを入れたらいいんじゃない？」


「お！　それいいな。ムーおまえ、今日冴さえて……」


　とかなんとか会話を続ける二人の襟えりを、後ろからぎゅっとつかんで、リーレが言う。


「だからカレーはだめだと言ったでしょう。ほら、隊長は病み上がりなんだから、騒さわがしくしない。部屋を出るよ」


　そしてずりずりと、部屋の外へと引っ張っていく。


　続いてルークも立ち上がり、


「それじゃあ私もお粥を作ってきますから、隊長は少し体を休めていてください。『夕やく白し』の眠ねむりは偽にせ物ものだから、解かい呪じゆからしばらくは、すごく眠いはずです」


　なんて言われて、そこで初めて気づいた。


　確かに頭がすごく重い。


　逃げなきゃいけないという緊きん張ちようと、ルークたちとの突とつ然ぜんの再会にびっくりして気づかなかったが、なんか、なんかすごく眠くて。


　さらにそれに気づいたら、一気に強きよう烈れつな眠ねむ気けが襲おそってきて……


「ふぁ、ふあ、ふぁ～～～～」


　みんなの前で、大きなあくびが出てしまう。


　それにルークは笑って、ミルクの肩かたを優やさしく押すと、再びベッドに横たえる。


「さ、もうなにも心配せずに、少し寝てください。起きたら美味しいお粥ができてますから」


「……うん」


　ミルクはうなずいた。


　その後ろから、ムーが、


「明日！　明日はパーティーやるから、だから隊長、楽しみにしまくって、楽しい夢ゆめ見てね！」


「うん」


　ミルクは、もう一度大きくうなずく。


　そして、


『おやすみなさい』


　ルークたちは声をそろえてそう言って、部屋を出ていった。


　ミルクはそれを見送ってから。


「…………」


　しかし、眠らなかった。


　眠れるはずがない。


　こんな状況のまま、なにも知らされず守られたまま、眠れるはずがない。


　いったい自分は、なにに巻まき込こまれたのか。


　いったい。


　いったいルークたちは、私の知らないところでなにをやっているのか？


「…………」


　ミルクは、耳を澄すます。


　部屋の外。


　少しだけひそめられていて、聞き取りにくいが、こんな会話が聞こえた。


　リーレの声。


「では私はカイウェルに……」


　その先は聞こえない。だが今度はルークが、


「そうしてくれ。彼にも心配をかけたからな」


「……ところで、フロ……」


「いや、それはいい。すでに少佐が……」


「…………そうですか。では」


「ああ」


「……これから……」


「…………」


　そこまでで、徐じよ々じよに、徐々に声は遠ざかってしまって、聞こえなくなる。


　だが。


「…………」


　ミルクは天てん井じようを見つめたまま、目を閉とじなかった。


　強い眠気が何度も襲ってくるが、眠る気にならない。


　ただ、違い和わ感かんだけが残っている。


　ミルクの言葉を遮って、無理矢理笑うルークたち。


「……本当に、なにが起こってるの？」


　どうして私は、突とつ然ぜん中尉に抜ばつ擢てきされたのか？


　どうして私は、『忌いみ破やぶり』追撃隊の隊長に突然任にん命めいされたのか？


　いったい誰に、そしてなんのために私は誘ゆう拐かいされたのか？


　そしてどういうふうにルークたちに助けられたのか？


　ルークたちは、なにを隠かくしてるのか？


　いったい。


　いったいどこを中心に、この問題は回っているのか？


「…………夢」


　ミルクは、小さくそう呟つぶやいた。


『夕やく白し』の中で、見た夢……


「……あのときに私を包んでいた絶ぜつ望ぼう……あれはいったい、誰のもの？」


　最初は、ライナのものだと思った。


　ライナの心の闇やみ。


　天才と呼ばれ、化ばけ物ものと呼ばれ、孤こ独どくに沈しずんでいくライナの闇だって、そう思った。


　でも、違った。


「……私は、ライナを繫つなぎ止めておくための人質で……」


　それをしているのは、この国の王。


　だけど。


「……どうして陛へい下かは、それほどまでにライナを欲ほしがるの……？」


　理由はいくつか考えられるけど……でも、人質を取る必要なんて、あるのだろうか？


　それとも、私の推すい理りが間違ってる？


　推理が全部見当外れで、今回の件と陛下のことは、まるで関係ないとか……


「……そうだったら。そうだったらいいんだけど……でも……」


　そうはいかないようだった。


　さっきの、部屋の外でのルークとリーレの会話の中に出てきた、『カイウェル』という名前。


　その名前に、ミルクには聞き覚えがあった。


　カルネ・カイウェル少しよう将しよう。





　その名前は、このローランドではあまりに有名だった。


　あの、紅こう指しのクラウ・クロム元げん帥すいと並ならび、英雄王シオン・アスタールの左腕とまで呼ばれている男だ。


　そんな男の名前が、なぜリーレから出る？


　リーレの言葉を思い出す。


『では私はカイウェルに……』


　カイウェルに……


　そんな、気安く呼べるような相手ではないはずだった。


　リーレの階かい級きゆうは伍ご長ちよう。


　そして相手は、少将なのだ。


　そんな相手を呼び捨てにするなど、かつてのローランドでは、死し刑けいになりかねないほどの、不ふ敬けいな発言だ。


　そしてそのリーレの発言を受けて、ルークが言う。


『そうしてくれ。彼にも心配をかけたからな』


　これは、どういう意味だろう？


「……心配をかけたっていうのは、私が誘拐されたこと……？　でも、なんでカイウェル少将閣かつ下かが私のことを……？　それともやっぱり私のこと……いや、ライナへの人質のことを心配したのは、陛下なんじゃ……？」


　シオン・アスタールへの人質として、私は誘拐された。


　そう考えれば、いろいろ見えてきそうで。


　見えてきそうで……


「うう……見えないなぁ～」


　いったい、このローランドでなにが起こってるんだろう？


　まずはそれを調べる必要があるのだが。


「む～。あの様子じゃ、ルークたちはきっと、教えてくれないよねぇ……」


　ミルクは腕組みして、うなった。


　なにやらみんなして、完全にミルクを仲間はずれにしようとしているようだった。


　もちろん、彼女を守るためだろうが、でも、いつまでもこのままでいるわけにはいかない。


「……やっぱ、自分で調べないと。このままなにも知らないまま、守られてばっかりじゃ嫌やだもんね。でも……どこから調べよう？　国の上じよう層そう部ぶの話なんて聞ける人、私の知り合いには……知り合いには……」


　と、考えを巡らせているところで、


「…………って、聞ける人、いた!?」


　突然、国の上層部の話についてすごく詳くわしそうな人が、自分のものすごく身近にいることに気づいてしまって、思わずミルクは声を上げた。


　そのときのミルクの頭の中では、こんな思考が展てん開かいしていた。





　国の上層部といえば、偉えらい人。


　　↓


　偉い人といえば、王様。


　　↓


　その次に偉い人といえば、貴き族ぞく。


　　↓


　貴族といえば、カラード家。


　　↓


「お、お養と父う様さま、貴族だった!?」


　いや、いまさら驚おどろくことでもないのだが。


　そう思いついた瞬しゆん間かん、ミルクの中にやった！　という気持ちと、


「あうう……で、でも、お養父様……私が任務に失敗して帰ってきたと知ったら、怒おこるかな……？」


　と、養ち父ちのいつも厳きびしい顔を想そう像ぞうしてしまい。


　次にいつもの折せつ檻かん用の棍こん棒ぼうを振ふり上げ、ミルクを殴なぐりつけている姿すがたを想像して……


「ううう……こ、怖こわいよぉ……」


　思わず震ふるえる。


　絶対怒おこられる。


　任にん務むに失敗したことだけじゃなく、あまり帰ってきてないことも怒られる。


　あとなんか、け、ケーキとか、禁きん止しされてるのに食べちゃったこととか、その、いろいろ、いろいろいっぱい、きっと怒られる。


　でも、それでも、


「帰らなきゃ……」


　ミルクは言った。


　怯おびえてる場合じゃないのだ。


「うん。やっぱりちゃんと帰って、挨あい拶さつして……そして、いまローランドになにが起こってるのか……少しでも聞かなきゃ。よし！　そうと決まったら……」


　ミルクはそのまま起きあがって、ベッドの足下のほうにある窓まどを見る。


　すると窓の外に見える空は、真まっ赤かに染そまっていて。どうやらもう夕方のようだった。


　もうすぐ夜がくるだろう。


　ルークの言ったとおりだ。


　本当にすごく寝ね坊ぼうしてしまったようだ。


　でも、いつまでも寝ていられない。


　いつまでも、ルークたちに守られてばかりはいられない。


　だからミルクは、ベッドから飛び出した。


　なるべく、なるべく足音が立たないように窓まで移動する。


　そして窓を開けると、


「……帰りたく、ないなぁ……でも、がんばって帰ります！」


　それから一度振り返り、


「じゃあみんな、ちょっといってくるね。夕ゆう飯はんまでには帰ってくるようにするから……だから、えと……いってきます！」


　そのまま、彼女は窓まど枠わくに足をかけ、


「とう！」


　窓から飛び出したのだった。


　ちなみにそこは、五階建だての四階部分だったのだが……


　そんなことは、彼女にはまるで関係なかった。





　　　　　◆





　しかしそれは迷めい路ろの始まり。


　この国を取り巻く、悪意に満ちた、パズルの始まり。


　線と点が絡からまり、もう、解くことができないほどなにもかもが悪化してしまっている。


　触ふれてはいけない。


　触れたらいけなかった。


　触れたら。


　一度足を踏ふみ入れたらそこは……





　　　　　◆





　ミルクがそヽこヽにたどりついたころには、もう完全に日は落ちて、夜が訪おとずれていた。


　あたりはもう暗い。


　だが、そこはもうよく見知った、自分のかつての家だ。灯あかりがなくたって、迷まよったりはしない。


　久ひさしぶりに帰ってきた、カラード家の敷しき地ち内。


　よく見知ってるはずの場所。


　よく見知ってるはずの。


「…………」


　だが、ミルクはもう気づいていた。


　その、違い和わ感かんに。


「……なんで？」


　彼女は、わけがわからないという顔で、そう呟つぶやいた。


「え……？　なんで？　だ、だって……そんなはず……そんなはずない……」


　カラード家の館やかたへと向かう庭てい園えんを走りながら、ミルクは、何度も、何度も、そう呟く。


　それと同時に、自分の鼓こ動どうが速くなっていくのを感じる。


　だって、おかしいのだ。


　ここは、仮かりにもあの、カラード家の館なのだ。


　夕方どころか、たとえ夜中だろうとこんなに暗く、灯りが消えることなんてない。


　庭園には常に見張りが百人以上はいるし、番犬だって何十匹ぴきも飼かっていたはずで……


　しかし、庭には誰だれもいなかった。


「でも、そんな……」


　ミルクは走る。


　館へ向かって、走る。


　でも、いってもいっても、人の気け配はいは感じられない。


「そんな……そんなはず……」


　だって、ここには本当にたくさんの人たちがいたはずなのに。


　ミルクを鍛きたえた剣けん術じゆつの先生も、魔ま法ほうの先生も、学問の先生も……みんなみんな、敷地内にいたはずだし。


　それにそれに、館の中には、使用人だってたくさんいて、お養と父う様さまや、お養か母あ様……


　ミルクは、館の前に到とう着ちやくする。


　そして、叫さけんだ。


「え、エイミ姉ねえ様!!　ナルア様っ!!」


　しかしその声は、灯りのともらない、真まっ暗くらな館に吸い込まれてしまう。


「…………そ、そんな……」


　ミルクは呆ぼう然ぜんと、館を見つめた。


　一いつ瞬しゆん、自分が任務に出ている間に、みんなで引っ越こしてしまったのかな？


　なんてことを思った。


　でも、そうじゃないと、目の前の門が語っている。


　カラード家の、門。


　無む駄だに威い圧あつ感かんを感じさせる、巨きよ大だいな門。


　だが、その片方が……


　粉こな々ごなに破は壊かいされていた。


　そして館の外がい壁へきのいたるところに残る、えぐられ、うがたれ、焼け焦こげたような跡あと。


　それをミルクは、そっと指で触れる。


「……これは……これは魔法？　魔法で攻こう撃げきされたの？」


　ミルクは、顔を上げた。


　そして扉とびらの奥おくの暗くら闇やみを見る。


「…………」


　もう、なにも言えなかった。


　そのままゆっくりと、館の中へと入っていく。


　中の破壊は、さらにひどかった。


　人が争った跡が、いたるところにある。


　そして、一番見たくないものを見ることになる。


　壁かべに飛び散った、どす黒い汚よごれ。


　それはかつて、あの孤こ児じ院いんで嫌いやというほど見た色だ。


「……血の色」


　ミルクは、息が詰つまるかと思った。


　ここでなにが起きたのか、手に取るようにわかったから。


　ここで。


　ここで、殺されたのだ。


　お養父様も。


　お養母様も。


　エイミ姉様も。


　ナルア様も。


「……でも、そんな」


　ミルクは、震える。


「……そんな……」


　ミルクは、震える。


　突とつ然ぜん頭に、お養父様の厳きびしい顔が浮うかぶ。いつも厳しい人で、少しでもミルクが失敗すれば、すぐに殴なぐりつけてきて。


　でも。


　でも悪い人じゃなかった。厳しかったけど……私をここまで育ててくれた。


　お養母様だって、口をきいてくれなかったけど、だからって私を殺したりはしなかった。


　エイミ姉様とナルア様は、本当に優やさしくて。たまに声をかけてくれることもあったし……厳しい訓練をさせられてる私を、心の中では憐あわれんでくれていたと思う。


　ルークたちとは別の、もう一つの私の家族。


　それが。


「…………」


　目の前の、壁についた血のしみをミルクは見つめる。


　これがお養父様たちのものなのかどうかは、わからない。もしかしたら、お養父様たちだけはどこか違ちがう場所へ逃にげることができたかもしれない。


　でも、ここで起きたことがなんなのかは、わかる。


　百人を超こえる衛えい兵へいがいる館を、これほどまでに破壊し尽つくせる力……


　そんなの。


　そんなの……


「…………」


　だが、ミルクはそこで、思考を止める。


　そして、


「……なんなのよいったい……ここで……このローランドで、なにが起きてるの？」


　彼女は館の中。


　暗い闇に向かって、そう問いかけた。
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　第三章　そして終わりの始まり












「…………」


　彼女と出会ってから、もう何年が経たったろう？


　ラッヘル・ミラー少しよう佐さは、そんなことを考えていた。


　いつも苦にがみ走っているような、彫ほりの深い精せい悍かんな顔だち。すでに三十を過すぎているとは思えない、鍛きたえ込こまれた無む駄だのない体たい軀く。


　背せ筋すじを伸のばしてきちんと座すわるその姿すがたからは、厳げん格かくさと、秩ちつ序じよが感じられる。


　そこは『忌いみ破やぶり』追つい撃げき隊たい官かん舎しやの一室。


　彼の執しつ務む室しつは、完かん璧ぺきなまでに整せい頓とんされており、書物の並ならべ方、書しよ類るいの重かさね方にまで、合理性と効こう率りつが宿やどっていた。


　しかしその合理性の塊かたまりのような部へ屋やを、彼女はどんどん乱みだしていく。


「まぁったく、あなたってば、部屋の中まで堅かた物ぶつなんだから」


　言いながら、机つくえの上に重なる書類を手にとって眺ながめ、見終わったらその辺へんにばらまいていってしまい。


　それにミラーは顔を上げ、


「……この中には極ごく秘ひ情じよう報ほうも入っている。勝手に書類を見るのは、やめてもらいたいのだが……」


　渋しぶい顔で彼女を見た。


　そしてもう一度、思う。


　彼女と出会ってから、どれほどの月日が過ぎただろう？


　十年。


　いや、もっとか。


　しかし彼女の容よう貌ぼうは、出会った頃ころとまるで変わらない。


　肩かたまで伸のばした藍あい色いろの髪かみに、鋭するどい眼がん光こう。そしていつも、彼女は悪いた戯ずらっぽく笑う。


「あらぁ？　なになに？　私に見せられない極秘任にん務むって、なんかやらしいなぁ……もしかして、浮うわ気きなんじゃないのぉ？」


　それにミラーは、


「……馬ば鹿かな。私に浮気をしている暇ひまがないのは、君が一番よく知っているだろう？　ジェルメ・クレイスロール君」


　憮ぶ然ぜんとした顔で、妻つまにそう言った。


　するとジェルメの表情が曇くもる。


「だからその、私をフルネームで呼ぶクセ、やめてって言ってるじゃない。それに私はもう、クレイスロールじゃなくて、あなたの妻……ミラー夫ふ人じんなのよ？」


　そう言ってから彼女は少し照てれたように笑い、


「……なんて、言っててちょっと恥はずかしくなってきちゃった[image: ]」


　それに。


「……そう。そうだったな……」


　ミラーはうなずいて、彼女の腹はらを見る。


　彼女のお腹なかの中には、自分の子こ供どもがいるのだ。それも、すでに二人目。


　初めて彼女と出会ったとき、まさか彼女と夫ふう婦ふになるなんてことは、考えもしなかった。


　いや、それどころか、自分がこの狂くるった国で、家庭を持つなんて……


　想そう像ぞうもできなかった。


　だからこそ、彼女のことをいまだにジェルメ・クレイスロールという名で呼んでしまう。


　妻としての彼女より、同どう志しとしての期間があまりに長すぎたから。


　そうだ。確たしか初めて出会ったのは、まだ軍の訓くん練れん学生だったころだ。


　彼女は有ゆう能のうで、特に目立っていた。


　正式に軍に入ってからも彼女の活かつ躍やくはめざましく、通り名がいくつもあった。


　氷の暗あん殺さつ者しや。


　美び貌ぼうの魔ま導どう師し。


　酒しゆ乱らんの女め豹ひよう。


　最後の通り名には、ミラーも賛さん成せいだ。彼女に酒を飲ますのは、あまりに危き険けんすぎる。


　止めどない暴ぼう力りよくと愚ぐ痴ちに、何度殺されかけたことか……


　だが、そんな通り名は、どうでもいい。


　それよりもなによりも、ミラーの記き憶おくに初めて深く彼女が印いん象しようを残したのは、あの子供たちの教師としてだった。


　ジェルメ・クレイスロール訓くん練れん施し設せつに入れられた、あの子供たち。


　ピア・ヴァーリエ。


　ペリア・ペルーラ。


　ライナ・リュート。


「…………」


　時が経たつのは、あまりに早い。


　あれからもう、十数年もの月日が経ってしまった。


　そしてあのとき、もっとも才能が乏とぼしく、ひ弱よわだった少年が、この国の中心であがいているのだ。


　ライナ・リュートという名前の、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保ほ持じ者しやが。


　とそこで、ミラーはジェルメのほうを見上げる。


　彼女はやはり、ミラーの机の上の書類を勝手に取っては読んでいってしまい。


　さらに、次の書類を手に取ろうとしたとき、


「もうやめなさい。本当にここの書類は、外部に漏もれてはいけないんだ」


　ミラーは、ジェルメの手から書類を奪うばい取った。
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　するとジェルメは頰ほおをぷーっと膨ふくらませて、


「あー！　そんなふうに隠かくすのは、やっぱり浮気してるんでしょ！」


　それにミラーはため息をつく。


「だから私にそんな暇は……」


　しかし、ジェルメがそれを遮さえぎって、


「ないのよね……そんなの、知ってるわよ。あなたのことは、私が一番知ってる。ずっとずっと、もう、ず─────っと見てきたんだから。あなたが仕事しか目に入らなくて、物もの凄すごく嫌いや味みな奴やつで、私をあっさりふっちゃったりするような勘かん違ちがい野や郎ろうだったときから、もう、ずーっっとね！」


「か、勘違い野郎……？」


　ミラーが言うと、彼女はけらけらと笑う。そしてそれから、彼女は悲しそうな顔になって、


「だから……仕事の邪じや魔まをしにきたの。あなたここのところ、ちょっと根こん詰つめすぎじゃない？　この国の情じよう勢せいがこのままじゃまずいのはわかってるけど……でも、あなたが全部を背せ負おう必要はないでしょうに」


「いや、私一人で背負ってるつもりは……」


「噓うそつかないの。いっつもこーんな渋しぶい顔で、ぜーんぶ背負っちゃってるくせに」


　言って、ジェルメは眉み間けんに皺しわを寄よせ、ミラーの真ま似ねをしてみせる。しかし彼女の顔は、まるでミラーには似にない。


　いくら眉まゆをしかめてみても、どこか愛あい嬌きようがあって。


　そういえば昔むかしは、もう少し鋭するどい顔つきをしていたように思うのだが、やはり子供を身み籠ごもると、少しは変わるのだろうか？


　なんてことを思う。


　とそこで、彼女はミラーの顔をやめると、心配げな顔で言ってきた。


「ねえ、少しは人を頼たよってもいいのよ？　私だってまだまだ働けるし……あなたの仕事の半分くらいは……」


　だが、ミラーは首を振ふった。


「だめだ。君にはお腹なかの子がいるだろう？　もう仕事はさせない」


「でも、産まれるまでにはまだ何か月も……」


「だめだ」


「だけどあなたが……」


「だめだ！」


　ミラーは、思わず怒ど鳴なってしまい、ジェルメの言葉は止まる。


　それにミラーは慌あわてて、


「……すまない。いまの声は、お腹の子に響ひびいたな……」


　だが、ジェルメはただ悲しげに笑って、


「……もう。そんなことまで、気にしないの。これぐらいじゃ、私たちの子供はびくともしないわよ」


　しかしミラーはもう一度、


「……すまない」


　そう言った。それにジェルメは困こまったような顔になる。


「そんな……謝あやまらせたくてきたんじゃないのに……」


　それに、ミラーはジェルメを見つめる。


　彼女の心配げな顔。


　それに、失敗したなと思う。こんなに心配させるほど、自分は切せつ羽ぱ詰つまっていたのだろうか？


　ここ数日の自分の仕事を思い出して……


「……ああ、そうだな。わかった。少し、君にも仕事を手伝ってもらおうかな。だが、今日のスケジュールはもう、埋うまってしまってるから、帰ってから相談しよう。それでいいか？」


　すると、ジェルメの表情が、一気に明るくなる。


「ほんと！　ほんとね!?　んもう、あなたが私を家に押し込めるから、暇ひまでしょうがなかったのよ！」


「なんだ……それが本ほん音ねか」


　ミラーは苦笑しながら言った。いや、もちろん彼女が本当に、ミラーを心配してここまできてくれたことは、わかっている。


　だが。


「さあ、今日はもう帰りなさい」


「えーもっと一いつ緒しよに……」


「ジェルメ」


「……はーい」


　つまらなそうな顔になって、彼女は肩かたをすくめた。そしてそのまま部屋を出ていく。


　部屋の扉とびらを開き、その隙すき間まから、


「今日帰ったら、必ず話しあいするからね！」


「ああ」


「あんまり無む理りし過ぎるのもだめだからね！」


「君こそ帰り道に気をつけろよ」


「あら、私ってば、愛されてる？」


「…………」


「じゃあ、ラッヘル、愛してるわ[image: ]」


「…………」


「あれれ？　返事は？」


「いいからもういけ！」


「はーい♪」


　そして、ジェルメは去っていく。


　それを確かく認にんしてから、ミラーはジェルメから奪うばった書類に、目を落とした。


　そこには、こう書かれている。





　ライナ・リュートの帰国。その処しよ遇ぐうについての案あん件けん。





　しかし、ジェルメにライナ・リュートの行ゆく方えについて知らせるわけにはいかなかった。


　彼女は……あまりに優やさしすぎるから。


　だからこそ、彼女を前線から外はずしたのだ。はっきり言えば、これからのローランドでは、彼女の存そん在ざいは、邪じや魔まになるのだ。


「…………」


　ミラーは、ライナの書類をぽんっと机の上に放り投げると、窓まどの外を眺ながめた。


　落ちていく、日の光。


　それはまるで、この国の行く末を暗示しているかのようだった。


　永遠の平和。


　しかしそれは、見せかけの平へい穏おん。


　この国の未来に待っているのは……


「……いや、それを止めるために、俺おれは……」


　ミラーは、目を細める。


　優しさ、情、愛……そういったものは、これほどまでに狂くるった世界では、すべてマイナスに働く。


　ジェルメがかつての教え子……ライナのことを大切に思えば、正しく進むものも、進まなくなる。


　ミラーがジェルメのことを大切に思えば……それを利用しようとする者が現あらわれる。


　たとえば。


「…………」


　とそこで、ミラーは再ふたたび窓から、机のほうへと目を向ける。


　するといつの間にやら、部屋には一人の男が立っていて。


　漆しつ黒こくの長い髪かみ。


　線の細ほそい長身に、はっとするほど整ととのった顔。


　年はまだ若い。ルークよりも年下……二十二、三歳さいくらいだろうか？


　だが、その瞳ひとみは。


　濃のう紺こんの、すべてを見下しているような、切れてしまいそうなほど冷たく暗い瞳。


　ミラーはその瞳を見上げ、


「……部屋に入っていいとは、言ってないが？」


　すると、男は笑えみを浮うかべる。


　それもまた、悪意だけで作られているような、暗い笑み。


「……これは、失礼いたしました。扉とびらが開いていましたので……」


「ふん。扉が開いていましたので、なんだ？　扉が開いていたから、わざわざ気け配はいを消して、ネズミのようにこそこそ入ってみましたとでもいうのか？　ミラン・フロワード中ちゆう将じよう」
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　だがフロワードはそれに、微び笑しようを崩くずさない。


「……そうです。気配を殺して部屋に入り、そのままあなたが気づかないようなら、殺してしまおうと思っていたのですが……」


　言って、彼は周囲を見回す。


　部屋の、四よ隅すみ。


　そのそれぞれに、小さな魔ま方ほう陣じんが彫ほり込こまれていて。フロワードはそれを一つ一つ確かく認にんしてから、肩をすくめた。


「魔ト導ラツ罠プ……ですか。ルーク・スタッカート軍ぐん曹そうもそうでしたが……あなたがたは本当に準じゆん備びがいいですねぇ。これではちょっと、手を出せそうにありません。さすがは、かの革かく命めいの立たて役やく者しやと呼ばれる方だけはある……というところでしょうか？」


「はっ。くだらん世せ辞じだな」


　ミラーは吐はき捨すてるように言う。


　するとフロワードは薄うすく笑ってから、


「ああ、わかりますか？　そうなんですよ。私はあまり、お世辞が得とく意いではないので……世よ渡わたりに苦く労ろうします」


「だろうな。見た目も根ね暗くらそうだしな」


「はは。言いますねぇ……しかし、私はあなたの呼び出しに応こたえて、わざわざこうして出向いてあげたんです。なのにその言い草……あなたも十分、世渡りが下へ手たなように見えますが？」


　それにミラーは顔をしかめた。


　世渡り……


「……ふむ。まあ、うまいほうじゃないだろうな」


「でしょう？　本当に世渡りのうまい方は……敵てきに……自分の大切なものを見せたりはしませんでしょうしね」


　とそこで、フロワードの笑みが、深くなる。まるでミラーを蔑さげすむような、微び笑しよう。


　そして、


「たとえば……子供を身み籠ごもっている綺き麗れいな女性とか」


　言って、扉のほうを振り返る。


　それに、ほらきた、と、ミラーは思った。少しでも弱みを見せれば、こうなる。


　だが、ミラーはあっさり言った。


「彼女は、私にとっての弱みにはならない」


　するとフロワードは再びこちらを向いてきて、


「そうでしょうか？」


「そうだ」


「突とつ然ぜん奥おく方がたが誘ゆう拐かいされたら、心配になりませんか？」


「ならない」


「本当に？」


「ああ」


　ミラーはうなずく。


　そしてそれは、本当だった。


　もし、ジェルメが拉ら致ちされたら……


　もし、ミルクが拉致されたら……


　それはどちらも同じことだ。


　心配など、しなかった。


　それにフロワードは冷たい声こわ音ねのまま、


「冷たいですね」


「君に言われたくない」


「褒ほめてるんですよ？」


「君に褒められる筋すじ合あいはない」


「それはそうですね……」


　なぜか、フロワードは嬉うれしげに言う。


「あなたはやはり、私と同どう類るいの……」


「違ちがうな。私はおまえとは違う」


　するとその言葉に、フロワードは不ふ思し議ぎそうな顔になる。


「……いったい、どう違うと？」


「君のほうが、私より有能だということだ」


「いまさらお世辞ですか？」


「いいや」


「では、どういう意味でしょう？　私のほうが、あなたより有能？」


　それに、ミラーはうなずいた。


「そうだ。君は私が君の大切な人を殺しても、私に利用価か値ちがあれば……生かしておくだろう？」


　しかしその質問に、フロワードは少し考えこんでから、


「……いや、その質問には、答えられませんね。私には、大切だと思える人間は、存そん在ざいしませんから」


「優ゆう秀しゆうだな」


「ははは。やはり、あなたは思ったとおりの人だ。それを優秀だと言ってくれる人は少ないので、嬉うれしいですよ……そして……」


　フロワードは、こちらを見つめる。


「やはりあなたは、怖こわい人だ。もし私がジェルメ・クレイスロールを拉致した場合……ローランドにとって私が必要な人材だと思っても……私を殺すと……そう言いたいわけですね？」


　だが、ミラーは首を振る。


「おまえは……この国には必要ない」


「……これは……まいりましたねぇ……ラッヘル・ミラーが描えがく地図には、私の居い場ば所しよはありませんか？」


「ないな。おまえは少し、派は手でに動き過すぎる」


「……それは、あなたの動きが遅おそいからですよ。私が描いた地図の上のあなたは、もう少し速く動いてくれる予定だったんですが……まるで動かない。だから私が先に駒こまを進めざるをえなかった。わかっているでしょう？　もうこの国には、時間がない」


　そう。


　時間はない。


　このままでは、この国に未来はない。


　だが、それでも。


「おまえのやり方は間ま違ちがっている」


　ミラーはフロワードをにらみつけた。


　しかしフロワードは薄うすく微び笑しようを浮うかべたまま、


「そうでしょうか？　私の動きはまだ、あなたの計画の許きよ容よう範はん囲い内ないだと思っていましたが？」


　確たしかにそうだった。


　フロワードの動きはすべて、ミラーの予想の範囲内だった。まるで彼には、ミラーの描いた計画がすべてわかっているかのような動きを、ここまではしていた。


　ライナのことについても、そうだ。


　フロワードがしなければ、ミラーたちがしていた。いずれライナ・リュートという存在は、この国にとって邪じや魔まになる。


　魔ま眼がん保持者たちが多数いて、その勢力への架かけ橋になる可能性がある、という理由で今回は殺すことを見送ることになったが……やはり彼の存在は、危き険けんだ。


　シオンを潰つぶしかねない。


　その意味では、フロワードの選せん択たくは常に正しい方向を向いている。


　だが、最後が問題だった。


　最後のあれは……


「カラード侯こう爵しやく殺ごろし……あれは許容範囲外だ。いまはまだ早い。それはおまえにもわかっていただろう？　いったい、なにを焦あせっている？」


　しかし、ミラーがそう言った瞬しゆん間かん。


　フロワードの顔から、微笑が消えた。


　彼は鋭するどい瞳を、さらに細め……


「……ああ、なるほど……これは、まいった。これは本格的に……私とあなたの地図のすりあわせをする必要が出てきてしまいましたね……」


　その、言葉に。


　ミラーは頭を抱かかえたくなった。いまのフロワードの反はん応のうからすると、


「では、カラード侯爵を殺したのは……」


「私ではありません。私はてっきり、あなたの仕し業わざだと思っていたのですが……」


「じゃあ……」


　フロワードは、うなずく。


「ええ。この国の陰かげで暗あん躍やくしている、何者か……かのステアリード公こう爵しやくを操あやつるほどの力を持った、貴き族ぞく。しかし彼は……」


「まるで表おもて舞ぶ台たいに顔を出さない……誰だれが黒くろ幕まくか、見当は？」


　するとフロワードは、残念そうに首を振る。


「……いいえ。調べてはいるんですが……」


　それにミラーは、今度こそ頭を抱えた。


　ミラーのほうでも、全力を上げて調査しているのだ。だが、見つからない。


　しかし、見つからないわけないのだ。


　多数の貴族を操り、強大な権けん力りよくを動かす。そんな奴やつが、表舞台に出てきていないはずがない。どれほどうまくその姿すがたを隠かくしたとしても、どこかに痕こん跡せきが残るはずなのだ。


　だが、いくら調べても、いまだに正体がわからない。


「まいったな」


　ミラーが言うと、フロワードもうなずく。


「……まいりましたね。そうでなくとも、この国にはもう、時間がないというのに。このまま内ない政せいをまとめられないでいれば……」


「……外がい敵てきに喰くわれる……か。となると、エサがいるな。その、陰で暗躍する何者かを引っ張り出すための……」


　しかしなにをエサに差し出す？　相手が誰なのかも、まるで見当がつかないのだ。


　改かい革かく以後も力を温おん存ぞんしている貴族……いや、それとも貴族じゃないのか？


　と、ミラーが思考を巡めぐらせ始めたところで、フロワードが踵きびすを返した。


「……話は、ここまでのようですね。まずは恥はずかしがりやの黒幕殿どのを、表舞台へ登場させることが我われ々われの共通目もく標ひようですか。私のほうでもなにか、手を打ってみましょう」


　そして彼は、部屋を出ていく。


　扉を開き、それからふいになにかを思い出したように振り返ると、


「ああところで、ライナ・リュートの問題は、どうしましょうか？　私はすぐにでも殺す必要があると、そう思っているのですが……」


　その問いに。


　ミラーは一瞬だけ、ジェルメの顔を思い出した。ライナ・リュートが死んだと知ったとき、彼女はどんな顔をするだろうか？


　そんなことを思って……


　しかし。


　ミラーは、フロワードの顔を見ないまま、答えた。


「好きにしろ」


「……では、殺しましょう」


　そして扉が閉しまる。


　心ここ地ちよい静せい寂じやくが部屋に戻もどる。


「…………」


　その静けさの中。


　ミラーは頭に、再び思考の地図を広げ始めた。





　　　　　◆





　その場所は、悪意に満ちていた。


　そこを訪おとずれた者は誰もが希望を失うしない、生きる気力をなくしてしまうという。


　暗く、陰いん惨さんとしていて、漆しつ黒こくの闇やみがあたりを包んだり、闇が漆黒を包んだりとかなんとかまあよくわからないが、とにかくそういうすごく悪いものがすべて集められているという、悪あく魔まが住んでいる城しろの中の一室。


　質しつ素そな執しつ務む室しつの中で。


「……死ぬ。絶対死ぬ」


　ライナはそう思った。


　ここで死ぬんだ。


　もうだめなんだ。


　もう無む理りなんだ。


　だって、だって……


　帰ってきて早そう々そう三日も徹てつ夜やで書しよ類るい仕事なんてありえねぇええええってかシオンの野や郎ろうぶっ殺してってそんな気力ももう残ってないんですだから死にますさようならっ!!


　と、そこまで心の中で叫さけんでから、目の前、書類の山の向こう側の机つくえで、別の書類の山と格かく闘とうしている悪あく魔ま王おうシオン・アスタールをにらみつけて、


「そういうわけなんで、僕ぼくは死にます」


　なんて言葉に、シオンは書類から目を離はなさないまま、苦く笑しようする。


「おいおい、そのセリフ、五分前にも聞いたぞ」


「今度は本気です」


「そんなに眠ねむい？」


「っていうか、このままだとたぶん、ほんとに俺おれ、死んじゃうぞ？」


「だからもう寝ねたいと？」


「うん」


「だめ」


「え!?」


「だめ」


「あの、ほんとに俺、このままじゃ死……」


「だめ。もうちょっとだけ頑がん張ばれって。俺のほうの書類の処しよ理りがあと四時間ぐらいで終わりそうだから、そしたら三十分くらいは仮か眠みんを取らせて……」


「あほかぁあああああああああああああああああああああああああああああ！」


　もう、思わずライナは怒ど鳴なっていた。


　そのまま呆あきれきった表ひよう情じようでシオンを見つめると、


「お、おまえ、まさかいっつもこんな寝ないで仕事してんじゃねぇだろうな？」


　その問いに、シオンはやっと顔を上げる。そしてなにかを思い出すかのような表情になって、


「……ああ、どうかな。仕事をし出すと、いまいち時間の感かん覚かくがなくなるからなぁ……でもま、これからはライナに仕事を分けられるから、少し楽になりそうだよ」


　なんて言って、笑う。


　しかしそれに、ライナはもう、珍ちん獣じゆうかなにかを見るような顔でシオンを見つめると、


「……俺に仕事を分けられるから、楽？　って、じゃあいままではいまの倍の仕事を一人でこなしてたのか？」


「そうなるね」


　あっさり言った。


「…………」


　それにもう、ライナは言葉を失う。


　目の前にある、書類の山。


　そしてさらにシオンの机の上にある、異い常じような量の書類の山を見て、


「………………なんか、おまえが性格が悪い理由がわかってきた……」


　毎日毎日こんな大量の仕事をこなしていたら、性格も歪ゆがむだろう。


　するとそれにシオンがにやりと笑って、


「じゃあ、これからはおまえもどんどん性格が悪くなるな」


「その前に死ぬって」


　だがシオンは不ふ敵てきな笑えみを浮うかべ、


「ふっふっふ。これがまた、なかなか簡かん単たんには死ねないんだよねぇ。俺の経けい験けんからすると、ちょこちょこ仮眠をとってれば、本気死ぬかもしれない!?　ってところまでいくのに、あと半年くらいは……」


「って、うそだろオオオオおお!?　はぁ!?　お、お、おまえまさか、これからあと半年も俺を寝かさないつもりじゃ……」


　頭おかしい。


　こいつ絶対頭おかしい。


　前から仕事馬ば鹿かだとは思っていたが、まさかこれほどとは……


「うう……死ぬんだ。やっぱり俺、ここで殺されるんだ……」


　もう、ライナはあまりの恐きよう怖ふに震ふるえた。


　しかしそれに、シオンは楽しげににやにや笑って、


「なんて……噓うそに決まってるだろう？　半年も寝なかったら死んじゃうよ」


「そ、そうだよね！　やっぱりそうだよね!?」


「いやまあ、十日くらいは寝なくても全然平気……」


「やっぱこいつ完全に頭おかしいってえええええええええええ!?」


　ライナは泣いた。


　しかしシオンはまた笑って、


「という冗じよう談だんはさておき」


「どこ!?　どこからどこまでが冗談なの!?」


「ん？　あ～……四時間後に三十分仮眠ってところからかな？　俺もさすがに、そろそろ仕事の効こう率りつが落ちてきたし。ここらへんで、一度休もうか」


　瞬しゆん間かん！


　ライナにはなぜか、シオンが神様に見えた。


　そしてそれに絶ぜつ望ぼうする。


　三日も徹てつ夜やで仕事をさせられたあげく、最後にはこいつはなんて優やさしい奴やつなんだ、とか思わされてしまうなんて。


　いったい、いったいこいつは、どんな魔ま術じゆつを使ったんだろう……


　ライナはもう、震えながら言った。


「お、おまえ、ほんとに中身は悪魔なんだろ？」


　だがそれにもシオンはあっさり、


「そうだよ？　いまごろ気づいたの？」


「あ……否ひ定ていしないのね……」


「くっくっく。正体がバレてしまったのなら仕方がない。さあ、これから半年寝ないで仕事をするのだ～」


「……冗談に聞こえないからやめて……」


　ライナはげんなり言った。


　そして、結けつ構こう真しん剣けんに悪魔の真ま似ねをしているシオンの顔を見る。


　充じゆう血けつした瞳ひとみに、疲つかれ切った顔。


　その顔は本当に、ちょっと悪魔に見える。


　だからライナは、ため息いきをついた。


「……おまえ、こんな調子で仕事してたら、まじで死んじゃうぞ？」


　するとシオンは悪魔顔をやめ、本当に疲れ切った顔でライナを見ると、言った。


「……じゃあ、俺が死んだら、おまえが王様やってくれるか？」


「……んぁ？　俺が王様？」


　ライナはそれに、自分が王様になったときのことを、少し考えてみる。


　毎日毎日書類に埋うもれ……狂くるったように仕事をし続ける。


　何日も寝ないで、目を真まっ赤かに充血させて、体中ぼろぼろになるまで働いて……


　そこでライナは、疲ひ労ろう困こん憊ぱいでくたびれ切っているシオンを見た。


「…………」


　そして思う。


　完かん全ぜん無む欠けつの英えい雄ゆう王おうと呼ばれるこの男の本当の姿を、他ほかの奴らは知ってるんだろうか？　と。


　これほど疲れ果はてて、もう、死んでしまいそうなほどなのに。


　それでも、まだ足りないという。


　まだ足りない、まだ足りないと、前へ進み続ける。


　いま他た国こくに攻せめ込こまれたら、民たみを守りきれるだろうか？


　国内で内ない紛ふんが起きたら、犠ぎ牲せいを出さずに鎮ちん圧あつできるだろうか？


　自分が作っているこの国は、本当に正しい方向を向いているのだろうか？


　まだ足りない。


　まだ足りない。


　もっと、もっと、もっと、もっと。


「……俺には……無む理りだよ」


　ライナは、真剣にそう思った。


　自分には、無理だ。


　そうじゃなくてもいままでずっと、自分のことだけで手て一いつ杯ぱいだったのだ。自分のことばかり見て、人を傷きず付つけて。


「……俺は、なまけものだからなぁ……王なんか絶対無理だね」


　しかしそれに、シオンは疲れた顔のまま、


「……だからこそ、いいと思うんだけど」


「ああ、じゃあ言い換かえるよ。王なんて絶対嫌いやだね。めんどくさすぎ」


「あはは……確かにめんどくさいよなぁ。もう、やめちゃおうかな」


「やめちゃえやめちゃえ。でもって、毎日昼寝して暮くらそうぜ」


　するとシオンは笑って、


「……毎日昼寝か。それは……幸しあわせそうだなぁ……いつかそういう日がくるかなぁ？」


　しかし、弱々しい声こわ音ねで、そんなことを言ってきて。


　それにライナは……


「…………」


　言葉に詰つまった。


　そのまま、自分の机に積まれた、いくつかの書類に目を落とす。


　そこに書かれていたのは、ローランドを取り囲む、世界の情じよう勢せいについてだった。


　どうも隣りん国ごく、ネルファ皇こう国こくの動向が、ここのところ怪あやしくなってきているらしい。


　エスタブール王国を取り込んで大国の仲間入りをしたローランドを危き険けん視しし、反ローランドの勢力が革かく命めいを起こしたのだ。


　王が交代し、以前に結んだローランドとの友好関係は、完全になくなってしまったといっていい。


　もう、いつネルファが攻せめてきても、おかしくない状じよう況きようだ。


　しかしいまのローランドに、ネルファと戦う力はない。エスタブールを取り込み、領りよう土ど的てきには大国となったとはいえ、エスタブールの勢せい力りよくはまだ、完全にローランドのものになったわけではないからだ。


　むしろいつ反はん旗きをひるがえすかわからない。


　こんな状況でネルファに襲おそわれたら……ローランドは終わりだ。


　いまはまだ、ネルファがローランドを本当の大国だと勘かん違ちがいしてくれているからいいものの、いまの状況に気づかれたら、攻め込まれるだろう。


　それまでに、この国の状況をどれだけ整せい備びできるか……


　しかし、問題はそれだけじゃない。


　もう一つの隣国にして、同どう盟めい国こくであるはずのルーナ帝てい国こくすら、動きがおかしい。


　そしてさらに北大陸には、勇ゆう者しやの遺い物ぶつを使いこなし、急速にその勢力を拡かく大だいしているあのガスタークがいるのだ。


　それに呼こ応おうして、他の国々も軍備の増ぞう強きようを始めているという情報もある。


　世界が変わろうとしている。


　それはライナにもわかった。


　いまだかつてない戦せん乱らんの時代へと、世界が変わろうとしている。


　そしてシオンは、こんな最さい悪あくの情勢の中、毎日一人で戦っていたのだ。


　ろくに眠らずに、国のため、人のため、少しでも犠ぎ牲せいを出さずに、世界を救すくう方法はないか？


　なにか、なにか手はないか？


　なのに。


　毎日、昼寝して暮らせる日だなんて……


　しかし、ライナは、


「…………くるよ」


　そう言った。


「きっとくる。待ってりゃ、そのうちな」


　するとシオンは微ほほ笑えんで、


「……そうか。そりゃ……楽し……」


　が、そこで言葉は止まった。


　よっぽど疲れていたのか、シオンは椅い子すに座すわったまま、眠ってしまっていた。


　それにライナは、


「っておいおい、おまえが先に寝たら、俺の睡すい眠みん時間が減へるだろうが」


　なんて言葉にも、まるで反はん応のうしない。


　微ほほ笑えんだまま、気持ちよさそうに眠っていて。


　ライナは、シオンの寝顔を見つめる。


「…………」


　そして、この馬ば鹿かの見る夢ゆめが、少しでも幸しあわせなものだといいな、とか、ちょっとだけ思う。
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　政治とか戦争とはまるで関係ない、楽しい夢。


　たとえば……たとえば……


「……ああ、だめだ。俺も眠くてもうなんも考えられないや……」


　そのまま彼は、ふらふらとした足取りで部屋を出ていこうとする。


　しかし、そこで突とつ然ぜん。


「……いや、その案件は……うう」


　なんて寝言をシオンが言い出して。


「…………あの、馬鹿」


　ライナは、振ふり返る。


　そしてそのままシオンの座っている椅子へと歩いていくと、


「夢ん中まで仕事するなぁああああ！」


　一気に椅子を引ひっ繰くり返した。


　当然シオンは勢いよく椅子から転ころげ落ちて、


「って、え？　へ？　なに？」


　突然起こされたせいか、わけがわからないという顔。そのまま床ゆかの上、きょとんとした顔でライナを見上げると、


「あ、あれ？　……俺……寝てた？」


「ああ」


「……で、おまえに起こされたってことは……もう何時間か……」


「五分も経たってねぇよ」


「へ？　そうなの？」


「ああ」


　そこでシオンは不ふ思し議ぎそうに首をかしげる。そして再ふたたびライナを見上げると、


「じゃあ、なんで起こしたの？」


「おまえの顔がむかつくからだよ」


「むかつく？」


「そう！　だからおまえはあれだ。えーと、なんだ。とにかく……エロ本かなんか読んで幸せな気分になって寝ろ！」


「はぁ？　え、エロ本？　な、なんで？」


「なんでも！　ああもう、俺も眠いのに世話ばっかかけさせやがって……じゃあもう俺はいくぞ！　三日ぐらい寝ね溜だめしたらまたきてやるから、探さがすなよ！」


「いや、ちょっと……だからなんでエロ本……っていうか、なんでそんな怒って……」


　が、ライナは無む視しして、部屋の扉を開く。


　そして執務室を出ると、突とつ如じよ強い光が目に突つき刺ささって、


「……うあ……も、もしかして、もう朝なの？　徹てつ夜や四日目？　死ぬ。死んじゃう」


　なんて言いながら、ふらふらと執務室を後にしたのだった。





　　　　　◆





「…………」


　その日差しは、あまりに眩まぶしすぎた。


　このローランドすべてを照らす光。


　その穏おだやかな光に照らされるのは、平和な世界だろうか。


　理想どおりの、完全な世界。


　理想どおりの、完かん璧ぺきな世界。


　確かそれについて、ライナ・リュートはレポートにこう書いていた。





『みんなが笑って、昼寝だけしてればいいような世界へ』





「……ふ……ふふ……」


　素す晴ばらしい。


　それは本当に素晴らしい。


　誰も傷つかない国。


　誰もが、なにも失なくさない国。


「…………すでに何人も殺しておいて……誰もがなにも失くさない国とは……笑い話にもならないですよ」


　ミラン・フロワードは、去っていくライナ・リュートの背中を見つめて、そう呟つぶやいた。


　そして彼の姿が消えるのを確かく認にんしてから、執務室の扉とびら越ごしに、


「……あのまま、ライナ・リュートを生かしておくおつもりですか？　陛へい下か」


　そう問いかける。


「…………」


　しかし、答えはない。


　だが、彼は気にしなかった。


　シオンの答えがどうであろうと、やることは決まっているのだから。


　フロワードはさらに続ける。


「……本当は……ルーク・スタッカート軍ぐん曹そうに殺していただきたかったのですが……」


　そう言うと、今度は部屋の中から答えが返ってきた。


「……そうすれば、俺の命令がライナを殺したことになるからか？」


　そのとおりだった。


　シオンの心に巣すくう甘あまさを消すためには、そうする必要があった。


　誰もが笑って暮くらせる国。


　誰もなにも失わない国。


　なんて甘かん美びな響ひびきだろう？


　理想として語るだけなら、それは本当に素す晴ばらしい。


　まるで夢の中だけにある、お伽とぎの国のようだ。


『英雄王のおかげで、世界からは争いがなくなり、みんな笑って暮らしましたとさ……』


　本当にそうなるなら、どんなに楽だろう。


　だが、真実は。


　真実は……


「……人は、人を喰くらって生きるものです」


　フロワードは言った。


　誰かが笑えば、誰かが泣く。


　誰かを守れば、誰かが傷つく。


　誰かが生きれば……誰かが死ぬのだ。


　これから先、ローランドがこの世に存在するのなら、他の国には、消えてもらわねばならない。


　いつまでも甘い理想……ライナ・リュートという麻ま薬やくに浸ひたってはいられない。


　そしてそれは……


「……すでに陛下もわかっておいでのはずだ」


　だが、麻薬には他の効こう果かもある。


　シオンにとって、彼の存そん在ざいが大きければ大きいほど、殺したときの効果は大きくなる。


　ライナを殺して初めて……シオン・アスタールという王は完成するのだ。


　闇やみを喰らい、人を喰らってでも、前へ進む王。


　犠ぎ牲せいを厭いとわず、理想をうたわずに、世界に覇はを唱となえることができる王。


　いま、ライナ・リュートを殺すことができれば……


「…………」


　いや、もう遅おそいくらいだ。すでにガスタークは動き出しているのだから。


　いまのままではこの国は……


　と、そこで。


　部屋の中から、シオンの声がした。


「ライナを、殺すのか？」


「はい」


「させないと言ったら？」


「……殺したあと……罰ばつを受けましょう」


「俺の命令がきけないということか？」


「……陛下の命めいには、常に忠ちゆう実じつでありたいと思っております」


「なら」


　だが、それを遮さえぎって、フロワードは言った。


「そして、陛下は本心では、ライナ・リュートを殺すべきだと思っておられると、信じております」


　いや、そうでなければ。


　それくらいの決断が出来ないのなら、この王についていく価値がない。


「…………」


　フロワードは、扉を見つめた。


　そして命令を待つ。


　ライナ・リュートを殺せ……


　一言、彼がそう言ってくれれば、すぐにでも殺してみせるのに。


　殺す理由はいくらでもある。


　ローランドの魔ま法ほうの知ち識しきを持つ者が、無む断だんで国を出ることは、大たい罪ざいなのだ。


　それだけでも死し刑けいにされておかしくない。


　さらに『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』の化ばけ物ものというだけでも、殺す理由になるだろう。


　いつ暴ぼう走そうするかわからない化物を、王の側そばにおいておくわけにはいかない。


　ライナ・リュートを殺せ。


　彼がそう言うことで、初めてこの国は動き出すのだ。


　ライナを殺し、同どう盟めい国こくのルーナを陥かん落らくし、次にネルファを蹂じゆう躙りんする。


　そして南大陸すべてを統とう一いつしたあかつきには……


　が、そこで。


「………………ライナ・リュートは、殺さない」


　シオンが、言った。


　それに、フロワードは、自分の顔に落らく胆たんの表ひよう情じようが浮うかぶのを、感じる。


　それは、自分でも驚おどろくほどだった。それほど、この王に期き待たいしていたのだ。


　だが、


「……陛下が……陛下がなにを言われようと……」


　しかし、その言葉は遮られ、


「入れ」


　シオンは一言、そう言った。


「…………」


　フロワードはそれに、答えない。


　それでもシオンはもう一度、


「聞こえなかったのか？　俺はおまえに、部へ屋やに入ってこいと言っている」


　今度はさっきよりもさらに強い口く調ちよう。


「…………」


　それにフロワードはかすかなため息をついてから、扉を開いた。


　部屋の中は、書類で溢あふれていた。


　以前は一つしかなかった机つくえが、二つに増ふえている。ライナ・リュートのために増やしたのだろう。


　ライナ・リュートのために。


「…………」


　うんざりする。それほどまでに、なにも見えてない王だったのかと……


　フロワードはそのまま、顔を上げた。


　そして、シオンの姿を見つける。


　部屋の奥。


　壁かべに頭を押しつけるようにして、彼は立っていた。


　とん、とん、とん、っと、何度か軽く壁に頭を押しつける。


　フロワードはそれをしばらく見つめてから、言った。


「ご命令どおり、部屋に入りました」


　すると、シオンはもう一度だけ、とんっと壁に頭をぶつけると、動かなくなる。


　そして。


「……ライナ・リュートは殺さない。それはもう決けつ定てい事じ項こうだ。おまえが口をはさむことではない」


「……しかし」


「黙だまれ」


「黙りません。このままでは……」


　だが、そこで、


「黙れムシケラが。それ以上喋しやべると、無む能のうが知れるぞ」


「…………」


　それに、フロワードは言葉を止めた。


　黙れと言われたからじゃない。


　いまのシオンの発言に、違い和わ感かんを感じたからだ。


　するとシオンは小さく笑って、


「……く……くく……なにがライナ・リュートを殺すだ……なにもわかっていないくせに。なにも見えていないくせに……おまえらの描えがいた浅せん薄ぱくな地図の上……いつまでも世界が回り続けているとでも思っているのか？」


　そう言ってから、こちらを振ふり向いた。


　瞬しゆん間かん。


　フロワードは、動けなくなってしまった。


　真まっ直すぐこちらに向けられた、鋭するどい瞳ひとみ。


　鋭い瞳。


　そこには。


「…………」


　体が、震ふるえる。


　体が、震える。


　これは……


　だが、フロワードの思考を遮って、目の前の男が、続ける。


　高く手を掲かかげ、


「……いいだろう。闇やみと、光。そして真実を見せよう。世界の真実と……そして本当の敵てきの姿すがたを」


　その手を、こちらへと差し伸べる。


　それに。


　フロワードは動けない。


　ただ体が震えるだけ。


　ただ体が震えるだけ。


　しかし、それは恐きよう怖ふのせいじゃない。


　歓かん喜きだ。


　なぜなら、目の前に現れたそヽれヽは。


「…………」





　　　　　◆





　眠ねむい。


「うう……」


　ひどく、眠い。


「ううう……」


　しかし、こんなに眠いのに、やるべきことはたくさんあった。


　だから、


「あうう……ひからびそう……」


　朝日に照らされながら、ライナは死にそうな声で言った。


　彼がいま、睡すい魔まと必死に戦いながら歩いているのは、王おう城じようから市し街がい地ちへと抜ぬける道だった。


　早朝なので、人ひと気けはまるでない。


　まだみんな寝ているのだ。


「……俺は全然寝てないのにねっ！」


　なんて愚ぐ痴ちを言ってるだけで、疲ひ労ろうが進む。もう本当に限げん界かいは近かった。いっそ、この場で倒たおれて寝れたらいいのに……


　しかし、ここで倒れるわけにはいかなかった。


　とにかく、一いつ刻こくも早く城から離はなれなければならないのだ。そしてシオンやフェリスが知らない場所に宿やどをとる必要がある。


「……毎日あいつらに振ふり回されるわけにもいかないしな……」


　というより、このままあの二人の相手をしていたら、確かく実じつに死んでしまうだろう。


　仕事をするほど快かい楽らくを感じる変へん態たい男と同じ部屋、徹てつ夜やで何日も書しよ類るい仕事をさせられ、限げん界かいを超こえて居い眠ねむりしそうになると、後ろからフェリスが剣けんで殴なぐってくるという毎日。


　おまけに最後にはフェリスの奴やつ、


「もう飽あきたから帰ってだんご食べて寝るとか言いやがってあの裏うら切ぎり者ものめ！」


　なんて叫さけんでる暇ひまも、いまはないのだ。


　本当に、やらなきゃいけないことが山積みだった。


　たとえば目の問題。


　早急にアルアの『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』との違ちがいの研究をしないといけないのだが……


　と、ライナは目を大きく開き、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』を発動しようとして、しかし、あまりの眠気でまるで目が開かない。


「……あうう、だめだ。やっぱこんだけ眠いとなんもやる気に……眠すぎて吐はき……って、あう……飯めし食ってないから、吐くもんもないや……」


　もう、ボロボロだった。


　いつ倒れてもおかしくない。


　それでも彼は、必死に歩き続ける。


　そして、とりあえずなにから始めようかと、思考を巡めぐらせる。


　アルアとの『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』の研究の他にも、フェリスの実家……エリス家のあの気味の悪い部屋の秘ひ密みつを探さぐる必要がある。


　ルシルの言っていた、『呪のろわれた血』がどうのこうのの意味も探らなきゃいけないし……


「ってか、ルシル本人が教えてくれりゃ、早いんだけど……」


　が、そこでライナは、ルシルの顔を思い出す。


　フェリスと同じ、異い常じように整ととのった顔。その顔に冷たい笑みを浮かべ、ライナの首をぐいぐい絞しめ付けながら、


『醜みにくい化ばけ物ものが……どんな叶かなわぬ夢を見ていた？』


　とかなんとか言ってきちゃう奴から話を聞くというのは……


「………………あ～、え～……よし。ルシルのことは……あれだ。後回しにするとして……」


　ライナは疲つかれた声こわ音ねで言う。そのまま腕組みして、


「……あとは、あれだ。少しずつ魔ま眼がん保持者の動向も調べていかないとまずいよなぁ……」


　と、めんどくさそうに右斜ななめ前のほうの空を見る。


　北の方角。


　確か、ここから遥はるか北、中央大陸に魔眼保持者たちの大きな集落があると、ティーアは言っていた。


　ちなみにそのさらに北……北大陸にはガスタークがあるのだが……ガスタークはどんどんその勢力を拡かく大だいして、南下してきているという。


　ということはつまり、南大陸の、さらに南なん端たんにあるローランドよりも、魔眼保持者狩がりをしているガスタークのほうが、魔眼保持者たちに近いということになる。


　となるとガスタークから魔眼保持者たちを守るには、まずは早急にローランドの魔眼保持者受け入れ態たい勢せいを固めて、それから中央大陸の魔眼保持者たちが隠かくれている集落を探し、さらに魔眼保持者たちにローランドに逃げてくれば受け入れる準じゆん備びがあるということをってあああああもう考えれば考えるほど無む理りな気がしてきた！


「だいたい、魔眼保持者って言葉自体、言いにくくて頭こんがらがってくるし！　日差しは眩まぶしすぎるし！　おまけに眠いし！　なのに腹はら減へってるし！　もう吐きそうだし！　まじで泣きそうだし！」


　なんかだんだん投げやりな気持ちになってきた。


　もういっそ、また家出しちゃおうかな……


「……なんて言ったら、今度こそフェリスに殺されるだろうしなぁ……」


　なんて言って、ネルファまで追いかけてきたフェリスの顔を思い出す。


　そのとき彼女の顔に浮いていたのは怒いかりではなく、不安げな表情で。


　ライナは、顔をしかめた。


「……あいつがあんな顔すんのはもう、見たくないし……ってか、え？　そうなると俺は、一生あいつらの側そばでこき使われなきゃいけないわけ？　うお……冗じよう談だんだろ？　ああ、やっぱ俺ってば、近いうちに死ぬな」


　もう、ローランドに帰ってきて以来、いいことなんてまるでなかった。


「だいたい、あれだぞ。俺ってば、『努ど力りよくと根こん性じようって言葉が嫌きらいな人』ランキング上位に、常に入にゆう賞しようしまくってる、スーパーエリートなんだぞ？　そんな俺が……」


　と、最後には頭ず痛つうまでし始めた頭を押さえながら、


「……こんな寝ね不ぶ足そくで、なに頑がん張ばっちゃってんだろ……」


　ライナは疲れ切った声音で、そう言った。


　そして歩きながら、どのへんから俺の人生は狂くるい始めちゃったのかなぁ？


　なんてことにまで、思いを巡らせ始める。


　シオンに初めて会ったときからか？


　それともフェリスに会ったとき。


　もしくはもっと前。師し匠しよう……ジェルメに無む理り矢や理り鍛きたえられたときからだろうか？


　でもあのときペリアやピアたちと国外に出てれば、こんなことにはならなかったかもしれない。


　もしくはティーアについてローランドから出てなければ、ラフラにも出会わず、世界にも目を向けず、なんの努力もしないまま、なにもかもに絶ぜつ望ぼうして、逃にげ続けていられたかもしれない。


　でも。


　ライナは見てしまった。


　その、絶望の先。


　その先に、シオンが笑っていて、フェリスが待っていてくれて。


　手を、差し出してくれる。


　そしてその手を取りたいと、そう思ってしまったのだ。


　その手を取れば、もう逃げられないことはわかっていたのに……フェリスの奴があんな不安げな顔をするから。


　まるで、俺のことが必要みたいな顔をするから……


「……めんどくさいことになったなぁ」


　ライナは、はぁっとため息をついた。


　そして、目の前を、見る。


　道。


　たぶんここを真まっ直すぐにいけば、市し街がい地ちへ出られるはずだった。


　だが、いまは通れそうにない。


　いや、工事中で道がないわけではないのだが……


　ライナは、半はん眼がんで道の中央を見て、


「……ほんとにもう、俺ってば頑がん張ばるの、嫌きらいなんだぜ？」


　疲れた声音で言った。


　目の前。


　道の中央には、ライナとまったく同じような戦せん闘とう服ふくを着た男が立っていた。


　白はく鎧がいとローブがあわさったような、特とく殊しゆな戦闘服。


　これは、ローランド帝てい国こく最強の戦闘部隊である、魔ま法ほう騎き士し団だんのみが着用を許ゆるされている鎧よろいだ。


　ライナはこれが使いやすいという理由だけで、シオンからかっぱらって着ていたのだが……


　目の前の男──いや、顔を黒いマスクですっぽり隠かくしているので女かもしれないが──とにかく目の前のこいつは……


「……ローランドの魔法騎士さんが、俺になんの用だ？」


　ライナは聞いた。


　しかし、


「…………」


　魔法騎士は答えない。


　それにライナは肩をすくめると、


「って、聞く必要もない話か。さっきからすげぇ殺気だもんな。じゃあ、俺を殺しにきたわけ？」


「…………」


　だが、やはり答えない。


　それに苦く笑しようして、


「えーと……最近の魔法騎士団には、知らない人と喋しやべっちゃだめ……とか、そんな規き則そくがあるのかな？」


「…………」


　やはり無む言ごん。


　ただ、そこらの訓くん練れんを受けてない人間なら、動けなくなってしまいそうなほどの殺気を放はなち続けている。


　ライナはその殺気を受け流しながら、目だけで周囲を確かく認にんする。


　そして目の前のこいつ以外に、伏ふく兵へいがいないかを確たしかめる。


　だが、伏兵はいないようだった。


　彼がいまいるのは、だだっ広い平地に、一本道が通ってるだけで、人が隠れることができるような場所はないのだが。


　となると、こいつ一人でライナを襲おそいにきたということになる。


　でもそうすると、


「……おまえ一人で、俺に勝てると思ってんのか？」


「…………」


　まだ無言。


　そこで、ライナは質問するのをあきらめた。どうやら会話してくれる気は、まるでないらしい。


　しかしそれだけで、いくつかのことはわかる。


　少なくともこの、目の前の魔法騎士を派は遣けんした何者かは、ライナのことをよく知らないようだ。


　ライナのことを知ってるのなら……魔法騎士一人ぐらいじゃまるで手に負おえないってことぐらい知ってるだろうし。


　となると……


「少なくとも俺を殺そうとしてんのは……シオンじゃないよな」


　ライナは呟つぶやいて、少しだけ安あん堵どする。


　でもじゃあ、誰がこいつをよこした？


　いや、それよりも、確か魔法騎士団はシオンがこの国の王になって早々に、解体されたと聞いていたのだが……


「んぁ？」


　じゃあこいつは、魔法騎士じゃないのか？


　となると。


　ライナは魔法騎士……なのかどうかわからない目の前の何者かをにらみつけて、


「おまえ、何者だ？」


　聞いた。


　すると。


　そこでやっと、目の前の何者かが言った。


　割れたような、しゃがれたような、それでいて甲かん高だかい、耳みみ障ざわりな声こわ音ねで、


「…………ラ・イ・ナ・リ・ュ・ト」


「あぁ？　そりゃ、俺の名前だろうが」


　しかしそいつはもう一度、


「…………ラ・イ・ナ・リ・ュ・ト」


「だから、それは俺の名前。おまえが何者なのかを……」


　が、それを遮さえぎってそいつは頭を抱かかえ、


「ギュっ、ァ、ぁ、ヒュぁ……コロ、殺、ころころ……ァアアアアアいひぃやぁああああああィィィィィィィィィィィィィィィ!?」


　気き色しよくの悪い咆ほう吼こうをあげると、そいつの体がたわむ。


　両手両足の関かん節せつが、普ふ通つうとは反対側に折れ曲がり……


　弾はじける。


　次の瞬間。


　信じられない速さでそいつの手の平がライナの頭をつかもうと、


「うおぁ!?」


　とっさに、ライナはそれを、身を反そらしてかわす。


　だが、よけきれない。


　相手の攻こう撃げきが、思っていたよりずっと速かったのだ。


　掌しよう底ていが顎あごに当たってしまい、地面に倒れる。


「ぐぁ……くそ、油断した……」


　なんとか立ち上がろうとするが、脳のうが揺ゆれてしまって、体がいうことをきかない。


「ま、まずい？」


　膝ひざがガクガクと笑う。それを押さえながら必死に立ち上がろうとする。


　しかしさらにそいつのとんでもない速さの拳こぶしが頭に……


「やっべぇ」


　それもライナはなんとかかわそうとするが……無む駄だだった。


　よけられない。


　おまけに当たれば死ぬ。


「だぁあああああ、ならこうだ!!」


　ライナはそのまま、一歩前に出た。拳を頭で受けず、胸むねで受ける。


　刹せつ那な。


「……がは……」


　ゴキっという、胸の骨が折れる音とともに、ライナの体が浮いた。


　そのまま後方に吹ふっ飛ばされる。


　だが、そいつの攻撃は止まらない。


　追い打ちをかけてくる。


　手しゆ刀とうを一直線にこちらへ突き出してこようとして……


　やはり当たれば死んでしまうだろう。


　しかし。


　そこでやっと、ライナの脳の揺れが収おさまった。


　体が安定し、四し肢しの感覚が戻る。


　途と端たん、自分の意い志しとは関係なく、体が勝手に動いていた。


　かつてジェルメ・クレイスロールに無理矢理たたき込まれた体術。


　体をひねり、空中で体勢を立て直す。


　突き出される手刀を肩だけで払はらい、さらに両手で相手の首をつかむと、体が落下していく力を利用し、首を強ごう引いんにぐるんっとひねろうとしたところで……


　我われに返る。


「まず……」


　このままじゃ、殺……


　だが、止まらなかった。


　相手の首はライナにひねられて、ゴキュっという、首の骨が折れる嫌いやな手て応ごたえが手に……


　手に……


「…………」


　こない。


「……え？」


　それどころかそいつの首は、まるで骨がないかのようにぐにゃっと妙みような方向へ曲がり、そしてあっさり元に戻ってしまって。


「はぁ!?　なんで？　首、折れ……」


　が、そんなライナの驚おどろきなど完全に無む視しで、そいつは再び手刀をライナに振り下ろそうと……


「ちょ、ちょっと待ったぁああああああ!?」


　ライナはとっさに、首を折るのではなく、投げ技わざに変える。相手の頭をつかみ、一気に遠くへ放り投げる。


　それと同時に、そいつがかぶっていた黒いマスクが脱ぬげて。


　顔が、露あらわになる。


　しかし、その顔は……


「……な、なんだよあれ」


　それは、人間のものじゃなかった。


　どろどろにただれ、膿うみが出続けている皮ひ膚ふに、落ちくぼんだ目。


　その中央には黒い瞳がぎょろぎょろとしており……さらに口には、長い獣けものの牙きばが並ならんでいる。


　化ばけ物もの。


　文字通り、化物だった。


　だがこれは……


「お、おまえ……」


　しかし、この化物が何者なのか？


　なんで魔法騎士の鎧を着ているのか？


　なぜライナを襲おそうのか？


　そんなことを考える暇ひまは、ないようだった。


　見た目とは裏うら腹はらに、化物は器き用ように手を動かし、物もの凄すごい勢いで空間に光の魔ま方ほう陣じんを描えがき始めて。


「おいおい、今度は魔法かよ……」


　すぐさまライナも、指を空間に踊おどらせた。


　化物が展開していく光の魔方陣の断片。


　それを見るだけで、すぐに相手がなにを唱となえようとしているのか、ライナは理解してしまう。


『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』で見る必要もない。


　光の始動点と、式の展てん開かい順じゆん序じよ。


　この並べ方は、ライナが最も得とく意いとする魔法の一つ、『稲い光づち』のものだ。


「なら、それを解キヤン呪セルできる魔法はっと……」


　そしてライナはぐいぐい魔方陣を完成させていく。


　化物よりも、遥はるかに速く、正せい確かくに。


　そしてライナは化物を見つめ、


「遅おせぇよ。やっぱおまえじゃ俺には勝てな……」


　だが、そこで。


「遅いのはおまえだよ、ライナ」


　突とつ如じよ、背後から声がした。


　いままで、気け配はいなどまるでなかったのに。


　いや、周囲には、隠かくれる場所すらなかったはずなのに。


　おまけにそれは、聞き覚えのある声だった。


　聞き覚え。


　聞き覚え……


　でも、誰だれだ？


　思い出せない。


　ただ、聞いただけで胸が締しめ付けられるような、そんな声だった。


　この声を、俺は知ってる。


　だが思い出せない。


　なにか、ひどく大切なことを忘れてしまっているような……


　でも……なんだ？


　なんだ、これ。


　いったい、これは……


「誰だ……？」


　と、振り向こうとする。


　だがその直後。


　トンっという音が、自分の胸から上がって……


　ライナは振り向くのをやめて、その音のほうに目を向けた。


　すると奇き妙みようなことが起こっていた。


　自分の、左胸。


　ちょうど心しん臓ぞうがある場所に、一本の、ナイフのようなものが突つき刺ささっていて。


「あ……」


　声は、それしか出なかった。


　かわりに胸から、真まっ赤かな液えき体たいが溢あふれ出す。


　あきらかにそれは、致ち命めい傷しようで。


「……あ」


　声が、出ない。


　血が。


　胸から。


　そんな。


　せっかく俺は……


　せっかく……


　じゃあ俺は。


　俺はここで、死……


　嫌いやだ。


　こんなところで。


　こんなところで俺は……


「…………」


　だが、そこまでだった。


　そこまでで、意い識しきが保たもてなくなる。


　急速に体から力が抜けていく。


　膝ひざががくんっと落ちて、体を支ささえていられなくなる。


　彼を包つつむのはただ、強きよう烈れつな寒さと、孤こ独どく。


　そして。


「…………」








　ライナの生いの命ちは……消えた。








　　　　　◆





　それからそっと、男がその、黒い髪かみに手を触れる。


　まるで懐なつかしむかのように、ゆっくり、ゆっくり、髪をといていく。


　そして。


「おかえり……ライナ」


　男はどこかけだるげな、それでいて優やさしい微ほほ笑えみを浮うかべて、そう言った。


















　あとがき







　みなさんお待たせしました。


　ついにこの巻から、物語の最重要部、ローランド編に突とつ入にゆうです。


　もう、いままでちょっとずつ出ていたあらゆる伏ふく線せんがぐわーっと同時に動き出してるんですが、伏線がすげー多いから、分量的に書ききれないよ！（おいおい）


　でも、驚おどろきの展てん開かいを用意出来るように頑がん張ばりまくりますので、どうかよろしくお願いします。あ、そういえば８巻で僕ぼくが、


『これから十巻に向かって、ノンストップで物語は進む予定です』


　と書いたら、


「伝勇伝、十巻で終わっちゃうんですか!?」


「お願いだからやめないで！」


「もっともっと続けてください!!」


「ふざけんなこの野や郎ろう！　なに終わらそうとしてんだよ！」


「そんな～永遠に続くと思ってたのに～」


　という手紙やメールをたくさんもらってしまって。


　永遠って!?　いや、まあそれはともかく。感かん激げきしました。伝勇伝はこんなにも愛されてるのかと。ただ、伝勇伝はまだしばらくは終わらないので、安心してください。十巻で終わるのではなく、十巻で一区切りつく、ということです。というより、十巻で、伝勇伝で一番描きたかったコト、場面が登場するんです。


　でも。実はそこまで十巻でたどり着く自信が、いまはありません。


　なんかねー。冒ぼう頭とうでも書いたけど、伝勇伝は主人公格の登場人物が多い上に、その全部を話に絡からめて描かいてるから、こう、分量がものすごく多くなっちゃうんです。


　そのせいで伝勇伝は分ぶ厚あつい巻が多いんだけど……


　っていうか分厚い巻って、書くと担たん当とうさんに嫌いやがられるんだよねぇ。いや、なんか分厚い本って、実は編集部的にはすごいダメらしくて、普通は分厚いってだけで売り上げ悪くなるらしいし、定価が上がるとやっぱり売れ行き悪くなるだろうし、書店の本ほん棚だなにちょっとしか置けなくなるし、コストも高くなるし、編集するのが大変だし、誤ご字じの見落としが増えるし、なんかいろいろ、いろいろらしいです。


　それでも伝勇伝は分厚い巻が多いのに、僕や担当さんが驚くぐらいみんなに支持してもらえていて。もう、感かん謝しやの気持ちが…………って、まーたいつものお礼の話になっちゃいそうなので、止めます。でも本当に感謝してます。ありがとね。





　で、話を戻すと、各キャラクターの話をきちんと書きたいと思うと、どうしても分量が多くなっちゃうんです。おまけに最近は伏線もすごく増ふえてきたので、一冊を分厚くしたくらいじゃ話を完結出来なくなってきちゃって。そうなると、どうなるのか。


　ごめん、十巻じゃ第一部完できなそう……


　あうう。だから八巻のあとがきは訂てい正せいです。


『これから十巻……ではなく、十一巻に向かって、ノンストップで物語は進む予定です』


　そんなこんなで、この巻と、十、十一が、ローランド編三部作……というような位置づけになるのだろうか？（誰だれに聞いてるんだ）


　そんなこんなで、応おう援えんよろしくお願いします！





　次の話題。というか、宣せん伝でん。一度あとがきを提てい出しゆつしたあと、担当さんから電話があって、


担「はい、あとがき書き直し。すぐに短編集の宣伝を付け加えて!!」


　との命令を受けてしまったので、宣伝しちゃいます。


　っていうのも、今回の伝勇伝九巻には、ジェルメ・クレイスロールという重要ポジションにいる女性が出てくるんですが……はい。短編集『とりあえず伝説の勇者の伝説』シリーズを読んでる方は、もうご存じですね？　でも読んでない方はわかりませんね？


　ここ大事！


　短編集を読んでたほうが、１００倍楽しく読めると思いますよ！


（って、なんか、悪徳商法かなにかをやってるような気分になってきた……）


　いやもちろんこの長編は、短編を読んでなくてもちゃんと楽しめるように作ってあるんですが……でも今後は長編にも、かなり短編の中のキャラが入り乱れて登場するようになると思うので、できれば短編もガシガシ読み込んでくれると嬉うれしいです。


　さらに細かく宣伝すると、今巻のジェルメが登場するのは、ライナがまだ幼よう少しようの頃ころの、修しゆ業ぎよう時代が描えがかれている『とりあえず伝勇伝３　暴ぼう力りよくのファーストコンタクト』と、『とり伝４　魔ま力りよくのバーゲンセール』の中の書き下ろしです。なぜライナがいつも眠ねむそうにしているのかの秘ひ密みつや、かつて誰にプロポーズしたのかの秘密まで明かされます（笑）


　他にも、一回出ただけなのに実はすげー人気のある、ビオという女の子がでてくるライナ『隠いん成せい師し』時代のラブロマンスやら、シオン視点のシオンがライナと初めて出会う話など、見所目白押しです！


　まあ、かつてのローランドの話が多いから、たいていすごい暗い話が多いけどね（涙）


　でも本当に、今後の長編では、そんな書き下ろし短編だけじゃなく、馬ば鹿かばっかりやってる連載短編のほうも読んでてよかったと思えるような展開がたくさん待っているので、立ち読みでもいいから……


担「立ち読みじゃだめに決まってんだろうが！　自分だけいい子ちゃんに見られようとしないで、ちゃんと宣伝しろ！」


　ぐあ……まじ怒おこられ……!?　そ、そういうことなので、みんな買ってね！


　今後イエット共和国編のあのアホキャラたちですら、まるで別人のように長編で活躍したりするので、楽しみにしていてください。ちなみにそのイエット編最終回と、長編に絡む書き下ろしが収おさめられている『とり伝７』が発売されるのが、来年の春、それも早めの予定だそうです。僕はもう無理だと言ってるのに、


担「君の意見はきいていないのだよ。出すと言ったら出す！　読者を待たすな！」


　…………だそうです。はう。


　さらにちなみにその後の『とり伝８』からは、なんとローランド編突入です。もう、いじめっこシオンがライナたちをいじめまくる、全編ローランド帝国での物語ばかりなので、ローランド編が好きなみんなは、お楽しみにー。


　待ちきれない方は、毎月発売されてるドラゴンマガジンに、ローランド編連れん載さい中なので、そちらをどうぞ！　アンケート送ってね！


　と。よし！　これでどうだ！　これだけ宣伝すれば、文もん句くないか！


担「うん。まあ……３０点だな」


　え─────────!?





　次の話題。


　このあとがきを書いてる最中に、十五夜になりました。もちろんお団だん子ごを食べました。


　まずなにも味付けされてないやつを二個。それから残り六個を三個ずつ串くしに刺さして、醬しよう油ゆにつけて焼いたり、砂さ糖とう醬油につけて焼いたり、あまりのうまさに驚いたりしました。


「うまーい！」


　と言った瞬しゆん間かん、どこかでフェリスが笑ったような気がしました。





　さらに違ちがう話題。


　運動不足を解かい消しようするため、縄なわ跳とびを買いました。なんか、縄跳びなんて小学校以来です。


　でもこれ、すごい運動になる～。こんなに縄跳びって運動量多かったっけ？　と、ちょっと調べてみると、ジョギングとかよりもすごい運動量みたいで。どおりで疲つかれると思った。これから毎日ちょっとずつ続けていこうと思うので、次の巻のあとがきのときもまだ続いてたら、褒ほめて～（笑）





　あとは～。っていうか、本編のライナじゃないけど、隔かく月げつ刊行中はもう、びっしり原げん稿こうばっかりやってるので、話題がどんどんなくなっていくのです。


　だから話題はないっ！（言い切った）


　あ、でもなにげに、旅行にいった話題でもしようかな。これは前に、エル・ウィンのあとがきに書いたのだけど、エル・ウィンのイラストレーターである義よし仲なかさんが、忙いそがしい中時間を見つけて旅行へよくいくらしくて。じゃあ僕も根こん詰つめてばかりだと体壊こわしちゃうから、いってみようかな、と思って、旅行にいくことにしたのでした。


　なんか、温おん泉せん宿やどで小説なんか書いちゃったりしたら、小説家っぽいじゃん？（いや、小説家だけど）


　そんなこんなで、旅行へいってみました～。





　なんてことを……次に出る作品のあとがきでは書きたい……（涙）


　旅行なんて、全然いってねぇえええええええええええええええええええええええ!?


　っていうか、旅行に僕もいこうかなって書いたあのあとがきは、いつのあとがき!?　何年前!?　ってかもう旅行いってきます！　『旅に出ます……探さがさないでください』的な手紙を残していってきます！


　よし、いくぞ。


　いまの原稿が終わったら。


　いまの原稿が終わったら旅行にいってき、って次の原稿があるぅうううう。


　と、そんなこんなで、さらに隔月刊行は続く……





　次にお会いするのは、十二月に刊行されるなにかですね！　なにが出るかはまだ決まってないのでよくわからないのですがよろしくお願いします!!


　それではまた二か月後に～。







鏡　貴也　　
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